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2026.4.1発行 ２２３３

　南あわじ市子育て応援コンソーシアムは、企業・学生・行政が
一体となり、「若者や子育て世代に選ばれるまち」を目指し、活動
しています。３月６日に事例発表会を開催し、創意工夫しながら
働きやすい職場づくりに取り組んでいる参画企業が、その取り組
みの成果や課題を発表し、参加者同士で意見交換を行いました。
　当日は、市と連携して市のさまざまな課題解決に取り組んでい
る淡路三原高校の学生が企画、撮影、編集をした企業紹介動画が
紹介されました。生徒からは「動画制作を通して地元の企業をもっ
と知りたい気持ちが芽生えた」「魅力が伝わることで地元に残りた
い人が増えるのでは」などさまざまな意見がありました。
　今後も地域が一丸となって、子育てや介護と仕事を両立できる
市域全体で働き方改革に取り組んでいきます。

子育て応援コンソーシアム
事例発表会を開催

　２月15日、洲本市防災公園において、淡路３市の女性
消防団員によるスキル向上と相互の知識や経験を共有す
ることを目的に、初めて合同炊出し訓練を実施しました。
　災害時には、迅速かつ的確な行動や対応が求められる
ため、今回の訓練では団員同士の連携をはじめ、防災機
材の使用方法や調理手順を確認し、対応力の強化を図り
ました。
　今後も地域の安全・安心を守るため、継続的な訓練と
連携強化が期待されます。

市政ひろば市政ひろば市政ひろば

子育ての喜びが見えるまちの実現を目指して
「健幸と食、そして学びを育む未来創生予算」

施政
方針

　
さ
ら
に
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
が
支
え
合
う
仕

組
み
づ
く
り
や
医
療
体
制
の
充
実
・
医
師
確
保
の

た
め
の
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。
働
く
喜
び
と

共
助
の
力
を
生
か
し
、
超
高
齢
社
会
を
克
服
す
る

先
進
モ
デ
ル
地
域
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

第
二
の
行
動
　
子
育
て
環
境
の
向
上
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
の
充
実

　
「
子
育
て
の
喜
び
が
見
え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
充
実

さ
せ
ま
す
。
出
産
祝
金
の
継
続
、
通
院
支
援
や
妊
婦

歯
科
健
診
の
導
入
な
ど
に
よ
り
安
心
し
て
出
産
で
き

る
環
境
を
整
え
る
ほ
か
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
保
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
教
育
分
野
で
は
「
学
ぶ
楽
し
さ
日
本
一
」
の
実
現
に

向
け
、
主
体
的
な
学
び
を
育
む
授
業
改
革
や
学
校
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。
部
活
動
の
地
域
展
開
（
ミ
ナ
カ

ツ
事
業
）
や
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
、
多
様
な
学
び

の
場
の
整
備
に
よ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
個
性
を
伸

ば
し
成
長
で
き
る
教
育
環
境
を
整
え
、
生
涯
に
わ
た

り
学
び
続
け
る
地
域
社
会
を
築
き
ま
す
。

第
三
の
行
動
　
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
産
業
の
活
性
化

　
農
業
・
畜
産
業
・
水
産
業
な
ど
地
域
の
基
幹
産
業

を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、
新
た
な
価
値
創
造
に
取

り
組
み
ま
す
。
担
い
手
確
保
や
地
域
計
画
に
基
づ
く

農
地
利
用
の
最
適
化
、
ほ
場
整
備
、
有
害
鳥
獣
対
策

な
ど
生
産
基
盤
の
強
化
を
進
め
ま
す
。
本
市
で
培
わ

れ
て
き
た
耕
畜
連
携
に
よ
る
生
産
循
環
の
取
組
を
継

承
し
な
が
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用
な
ど
新
た

な
資
源
循
環
の
構
築
を
進
め
、
環
境
と
経
済
が
両
立

す
る
持
続
可
能
な
産
業
体
系
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　
観
光
面
で
は
、
豊
か
な
食
資
源
を
活
か
し
、
神

戸
市
と
の
食
の
連
携
に
よ
る
神
戸
・
淡
路
島
エ
リ

ア
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
福
良
地

区
の
「
食
の
街
区
」
形
成
な
ど
に
よ
り
地
域
の
賑

わ
い
を
創
出
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
徳
島
県
と
連
携

し
、
本
市
と
阿
波
お
ど
り
空
港
と
の
接
続
や
、
大

鳴
門
橋
周
辺
の
観
光
基
盤
整
備
、
鳴
門
海
峡
の
渦

潮
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
進

め
、
広
域
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
情
報
発
信
の
強
化
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
大
学
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
人
材
を
呼

び
込
み
、
若
者
が
誇
り
を
持
っ
て
働
き
暮
ら
せ
る

地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
四
の
行
動
　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
防
災
・

防
犯
体
制
と
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
更
新
や
消
防
団
装
備
の
充
実
、

自
主
防
災
組
織
の
支
援
な
ど
に
よ
り
地
域
防
災
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
支
援
や
特

殊
詐
欺
対
策
な
ど
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
維
持
・
改
善
に
よ
る
地

域
交
通
の
確
保
、
沼
島
地
域
の
輸
送
体
制
の
検
討

な
ど
暮
ら
し
を
支
え
る
移
動
手
段
を
維
持
し
ま
す
。

　
道
路
や
橋
梁
、
市
営
住
宅
、
下
水
道
な
ど
の
公

共
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
的
な
維
持
管
理
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
域
と
連
携
し
て
小
規
模
修
繕
を
行
う

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
を
推
進
し
、
現
場

の
課
題
に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
み

の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
を
進
め
、
将
来
に

わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
基

盤
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
五
の
行
動
　「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
を
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

地
域
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
課
題
を
共
有
し
、
自

治
会
の
担
い
手
不
足
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

た
支
援
や
若
者
の
参
画
促
進
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

広
報
紙
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
強
化

し
、
市
政
へ
の
理
解
と
参
加
を
高
め
ま
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
新
た
な
技
術
を
活
用
し
た
業
務

改
革
や
組
織
再
編
に
よ
り
、
市
役
所
の
機
動
力
と

政
策
形
成
力
を
高
め
ま
す
。
市
民
と
の
協
働
を
軸

に
、
職
員
が
主
体
的
に
行
動
す
る
「
最
強
の
市
役

所
」
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
月
24
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１
３
９
回
市
議
会

定
例
会
で
、
守
本
市
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
全
文
と

予
算
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
予
算
と
主
要
事
業
は
４
～
７
頁
）

【
時
代
認
識
と
市
政
理
念
】

　

人
口
減
少
の
加
速
、
気
候
変
動
の
深
刻
化
、
国
際

情
勢
の
緊
迫
な
ど
、
社
会
と
自
然
の
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
で
は
国
土
強
靱
化
や
食
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
強
化
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
地
方
自
治
体
に
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
を

踏
ま
え
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
築
く
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
豊
か
な
農
水
産
資
源
や
高
い
市
民
活

力
を
強
み
と
し
て
、
人
口
減
少
や
食
料
安
全
保
障

な
ど
の
課
題
に
先
進
的
に
対
応
す
る
地
域
モ
デ
ル

を
築
き
、
市
民
と
と
も
に
次
期
総
合
計
画
の
策
定

を
進
め
な
が
ら
、
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
五
つ
の
行
動
】

第
一
の
行
動
　
超
高
齢
社
会
の
克
服

　

本
市
は
高
齢
化
率
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回

り
、
日
本
の
将
来
像
を
先
取
り
す
る
地
域
で
す
。

こ
の
現
実
を
強
み
に
変
え
、
生
涯
に
わ
た
り
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
層

や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
多
様
な
人
材
の
力
を
地
域

で
活
か
す
「
超
短
時
間
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
健
診
の

充
実
な
ど
健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
み
ま
す
。

施政方針全文

　２月23日、慶野松原海水浴場にて、海洋プラスティッ
クごみを回収するイベントを実施しました。回収したご
みの一部は、アップサイクルして「淡路うず助」のチャ
リティグッズの原材料として使用します。
イベント当日は約 130 人の皆さんに参加いただき、海
岸に散乱していた海洋ごみ約 60 キログラムを回収する
ことができました。
　ご参加・ご支援いただいたすべての皆さまに、心より
感謝申し上げます。

「淡路うず助」
海洋ごみ回収チャレンジを実施

なでしこ分団 淡路３市女性消防団
合同炊出し訓練実施



歳
入
内
訳
の
用
語
解
説

◆
自
主
財
源
（
41
・
４
％
）

　
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市

税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、
市
が
独

自
で
調
達
す
る
お
金	

❶
市
税
＝
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
❷
繰
入
金
＝
基
金
（
市
の
貯

金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
❸
寄
附
金

＝
南
あ
わ
じ
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
な
ど
❹
諸
収
入
＝
貸
付
金
元

利
収
入
や
預
金
利
子
な
ど
❺
使
用

料
及
び
手
数
料
＝
公
共
施
設
の
使

用
料
な
ど
❻
そ
の
他
＝
分
担
金
及

び
負
担
金
、
財
産
収
入
な
ど

◆
依
存
財
源
（
58
・
６
％
）

　
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金

な
ど
、
国
や
県
か
ら
市
に
入
っ
て

く
る
お
金

❶
地
方
交
付
税
＝
地
方
の
財
源
の

均
衡
を
図
る
た
め
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
❷
市
債
＝
建
設
事
業
を

す
る
際
に
銀
行
等
か
ら
借
り
る
お

金
❸
国
庫
・
県
支
出
金
＝
事
業
に

対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
❹
地

方
消
費
税
交
付
金
＝
地
方
消
費
税

の
一
部
を
財
源
と
し
て
、
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
❺
地
方
譲
与
税

＝
国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
一
律

的
に
譲
与
さ
れ
る
お
金
❻
そ
の
他

＝
地
方
特
例
交
付
金
な
ど
の
交
付

金

44

◆
歳
出

　
民
生
費
は
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
費
、
介
護
給
付
費
、
集
会
所
施
設
解
体

事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増

額
の
82
億
８
６
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
電
算
管
理
事
業
費
の

減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
減
額
の

42
億
７
０
７
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
小
中
学
校
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

事
業
の
実
施
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増
額
の

36
億
１
２
９
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
木
費
は
、
住
宅
改
修
事
業
費
の
増
な

ど
が
あ
る
一
方
、
排
水
対
策
事
業
費
や
公

園
整
備
事
業
費
の
減
に
よ
り
前
年
度
よ
り

減
額
の
33
億
７
７
１
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。 ◆

歳
入

　
市
税
は
、
個
人
市
民
税
に
お
い
て
農
業

所
得
、
給
与
所
得
の
増
に
よ
る
増
収
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
法
人
市
民
税
に
お
い
て

製
造
業
等
の
業
績
良
好
に
よ
る
増
収
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は

土
地
と
償
却
資
産
の
減
が
あ
る
一
方
、
家

屋
の
増
に
よ
る
増
収
を
見
込
み
、
全
体
で

は
58
億
２
１
３
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
金
繰
入
金
は
、
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ

応
援
寄
附
金
を
積
み
立
て
た
基
金
の
う
ち

子
ど
も
未
来
基
金
、
学
ぶ
楽
し
さ
日
本
一

基
金
の
取
り
く
ず
し
の
増
や
、
物
価
高
騰

対
策
事
業
な
ど
に
財
政
調
整
基
金
を
取
り

く
ず
し
た
こ
と
に
よ
り
37
億
５
８
８
９
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
小
中
学
校
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事

業
や
公
営
住
宅
改
修
事
業
の
増
が
あ
る
一

方
で
、
公
園
整
備
事
業
、
ほ
場
整
備
事
業

の
減
に
よ
り
、
34
億
５
０
４
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
は
政
策
の
軸
で
あ
る
「
五

つ
の
行
動
」
を
進
化
さ
せ
な
が
ら
、「
お

互
い
さ
ま
で
創
る
『
健
幸
』
現
役
社
会
」、

「
五
感
を
満
た
し
賑
わ
う
『
食
の
島
』」、

「
学
ぶ
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
『
学
び
の
い
ぶ

き
』
と
子
育
て
支
援
」
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
重

点
化
と
継
続
性
に
配
慮
し
つ
つ
、「
健
幸

と
食
、
そ
し
て
学
び
を
育
む
未
来
創
生

予
算
」
と
し
て
、
一
般
会
計
予
算
額
は

３
２
９
億
６
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

令和８年度一般会計予算　　　 329 億 6,000 万円

歳入 329 億 6,000 万円歳出 329 億 6,000 万円

市税市税
58 億 2,130 万円58 億 2,130 万円

（17.7％）（17.7％）

県支出金
19 億 2,179 万円

（5.8％）

地方消費税交付金
11 億 5,000 万円

（3.5％）

地方譲与税　2 億 3,530 万円（0.7％）

寄附金　25 億 200 万円（7.5％）

諸収入　８億 4,554 万円（2.6％）

繰入金　38 億 812 万円（11.6％）

使用料及び手数料　4 億 5,351 万円（1.4％）

民生費民生費
82 億 861 万円82 億 861 万円

（24.9％）（24.9％）

公債費公債費
32 億 9,338 万円32 億 9,338 万円

（10.0％）（10.0％）

総務費総務費
42 億 7,078 万円42 億 7,078 万円

（13.0％）（13.0％）

教育費教育費
36 億 1,298 万円36 億 1,298 万円

（11.0％）（11.0％）

農林水産業費農林水産業費
20 億 9,423 万円20 億 9,423 万円

（6.3％）（6.3％）

土木費土木費
33 億 7,712 万円33 億 7,712 万円

（10.2％）（10.2％）

衛生費衛生費
18 億 6,956 万円18 億 6,956 万円

（5.7％）（5.7％）

消防費
17 億 5,822 万円

（5.3％）

議会費　2 億 1,195 万円（0.6％）

商工費　13 億 419 万円（4.0％）

その他　29 億 5,898 万円（9.0％）

問財政課☎43-5210

※（　）内は構成比※（　）内は構成比

令和８年度予算の
詳しい内容につい
て は 上 記 二 次 元
コードからご覧く
ださい。

その他　２億 1,068 万円（0.6％）

・分担金及び負担金 1 億 1,179 万円
・財産収入 9,889 万円

その他　３億 4,000 万円（1.0％）

・地方特例交付金 1 億 700 万円
・法人事業税交付金 1 億円　など

項　目 予算額 前年度比
国民健康保険 59 億 5,744 万円 -2.9％
後期高齢者

医療 10 億 2,802 万円 +2.7％

介護保険 51 億 9,388 万円 +2.7％

土地開発 365 万円 0.0％
産業廃棄物
最終処分 １億 5,580 万円 +14.6％

国民宿舎 -100.0％

下水道 68 億 2,919 万円 +8.1％

財産区４会計 2,168 万円 +34.3％

合　計 191 億 8,966 万円 +2.8％

特別・企業会計

  基金（貯金）残高の見込み
令和８年度末 市民1人当たり

一般会計 127億718万円 29万6,190円

特別会計 12億3,277万円 2万8,740円

合　計 139億3,995万円 32万4,930円

歳
出
内
訳
の
用
語
解
説

❶
民
生
費
＝
高
齢
者
福
祉
や
少
子

化
対
策
な
ど
❷
総
務
費
＝
一
般
事

務
経
費
や
市
役
所
の
管
理
な
ど
❸

土
木
費
＝
道
路
や
河
川
・
公
園
の

整
備
・
管
理
な
ど
❹
公
債
費
＝
借

入
金
（
市
の
借
金
）
の
返
済
金
❺

教
育
費
＝
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の

整
備
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
振

興
❻
農
林
水
産
業
費
＝
農
林
水
産

業
の
振
興
、
ほ
場
整
備
、
鳥
獣
被

害
対
策
な
ど
❼
衛
生
費
＝
保
健
衛

生
や
ご
み
処
理
な
ど
❽
消
防
費
＝

防
災
対
策
や
市
消
防
団
に
よ
る
消

防
・
救
急
活
動
な
ど
❾
商
工
費
＝

地
域
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業

の
促
進
な
ど
❿
議
会
費
＝
議
会
の

運
営
な
ど
⓫
そ
の
他
＝
労
働
費
、

諸
支
出
金
、
災
害
復
旧
費
、
予
備

費
な
ど

  市債（借金）残高の見込み
令和８年度末 市民1人当たり

一般会計 335億6,379万円 78万2,340円

特別会計 8,259万円 1,930円

企業会計 249億6,529万円 58万1,910円

合　計 586億1,167万円 136万6,180円

※市民 1 人当たりの額は、令和８年 2 月末住民基本台
帳人口 42,902 人で算出

一般会計歳出（性質別）
項　目 予算額 構成比
物件費 57 億 2,024 万円 17.4％

人件費 57 億 1,272 万円 17.4％

補助費等 50 億 8,844 万円 15.4％
普通建設
事業費 43 億 4,829 万円 13.1％

扶助費 34 億 7,257 万円 10.5％

公債費 32 億 9,338 万円 10.0％

繰出金 22 億 496 万円 6.7％

その他（注） 31 億 1,940 万円 9.5％

合　計 329 億 6,000 万円 100.0％
（注）維持補修費、予備費、積立金、投資出資貸付金、　
　 　災害復旧事業費

国庫支出金国庫支出金
28 億 7,136 万円28 億 7,136 万円

（8.7％）（8.7％）

地方交付税地方交付税
93 億 5,000 万円93 億 5,000 万円

（28.4％）（28.4％）

市債市債
34 億 5,040 万円34 億 5,040 万円

（10.5％）（10.5％） 依存財源
（58.6％）

自主財源
（41.4％）

55



※写真付で事業概要をわかりやす
く説明した「事業概要説明書」
を市ホームページ
に掲載しています。
二次元コードから
ご覧ください
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令和 8 年度 主要事業
～子育ての喜びが見えるまちづくり～

◆は新規事業令和８年度主要事業～子育ての喜びが見えるまちづくり～

❶ 超高齢社会の克服
◆シニア元気分け合いプロジェクト　4,090 万円

　「高齢者が元気でいきいきと自分らしく暮らせる
まち」を目指し、フレイルの早期把握から地域参加・
健康づくりの定着まで切れ
目なく支える仕組みを整え
ます。

◆未来医療サポート事業　　　　　　　1,000 万円

　市民が身近な場所で安心できる医療体制の維持の
ために、医療機関の開業費用等に対して助成します。

継続事業

　障害者等社会参加支援事業、
　高齢者等元気活躍推進事業など

❹ 安全・安心のまちづくり
　防災行政無線更新事業　　　  ６億 3,400 万円

　災害時に必要な情報を広く市民に伝えるため、整
備から 10 年が経過する防災
行政無線の更新を行います。

地域協働メンテナンス事業　　　    4,200 万円

　道路や河川の軽微な維持補修について、地域と共
に取り組む仕組みの構築を図ります。

継続事業

　道路橋梁維持事業、道路新設改良事業など

❺ 「対話と行動の行政」の実現によるまちづくり
　市民に向けた情報発信事業　　　   6,095 万円

　ホームページや広報紙、さんさんネット、SNS
（LINE を含む）を積極的に
活用し、主に市民に向けて、
市の政策や魅力、話題を発
信します。

地域の担い手づくり事業　　　　　　 100 万円

　若年層の地域活動参加を促進し、地域の担い手不
足解消を目的に、若者が主体となり取り組む地域づ
くり活動に対して補助を行います。

継続事業

　スマホ利活用支援事業など

部活動地域展開推進事業　　　　　　1,240 万円

　ミナ・カツ事業として学校・家庭・地域が連携し、
地域クラブが自走できるように支援を行います。

❷ 子育て環境の向上と教育の充実
◆小中学校照明ＬＥＤ化事業　 ３億 2,310 万円

　市内の小中学校の校舎及び体育館の照明器具をＬ
ＥＤ照明へ更新します。

継続事業

　アフタースクール事業、出産祝金の支給など

❸ 地域の資源を活かした地元産業の活性化
◆世界に誇る食のエリア形成推進事業  1,000 万円

　「世界一の食の島」を目指し、神戸・淡路地域の「食」
を一層磨き上げ、世界に誇る食のエリアの形成を図
ります。

 継続事業

　大鳴門橋周辺環境整備事業、マイホーム取得事業など

◆丸山漁港施設等活用事業 ( 海業 ) １億 3,840 万円

　丸山漁港において、「漁港食堂」や「海洋環境学
習施設」の整備など、漁村の価値や魅力を活用した
『海業』の取組を支援します。

❷ 子育て環境の向上と
　 教育の充実

❸ 地域の資源を活かした
　 地元産業の活性化

❺ 「対話と行動の行政」の
　 実現によるまちづくり❹ 安全・安心のまちづくり

「五つの行動」

　「子育ての喜びが見えるまち」の実現を目指し、政策の軸であ
る「五つの行動」を進化させながら事業を展開していきます。そ
の中でも「お互いさまで創る『健幸』現役社会」「五感を満たし
賑わう『食の島』」「学ぶ楽しさあふれる『学びのいぶき』と子育
て支援」に重点的に取り組みます。

令和８年度重点事業
Ⅰ．お互いさまで創る「健幸」現役社会　3 億 6,490 万円
＜生涯活躍社会の実現＞　
　高齢者元気活躍推進事業、超短時間雇用プロジェクト　等
＜健康増進の推進＞　
　シニア元気分け合いプロジェクト、まちぐるみ健診事業、
　ｅチャリプロジェクト　等

Ⅱ．五感を満たし賑わう「食の島」　23 億 3,089 万円
＜地場産業の持続可能性と資源の継承＞
　丸山漁港施設等活用事業（海業）、農林振興事業　等
＜食のブランド化と広域観光による賑わいの創出＞　
　世界に誇る食のエリア形成推進事業、徳島・淡路広域観光周遊ルート
　形成事業　等
＜戦略的発信と交流が創る人の流れと活力＞　
　地域おこし協力隊推進事業、奨学金等返済支援事業　等

Ⅲ．学ぶ楽しさあふれる「学びのいぶき」と子育て支援　10 億 3,462 万円
＜切れ目ない子育て支援の実現＞　
　こども誰でも通園事業、妊婦歯科個別健診事業　等
＜「学ぶ楽しさ日本一」の実現＞　
　ミナ・カツ推進事業　アフタースクール事業　等
＜「学びのいぶき」がみなぎるまちづくり＞　
　読書活動推進事業、人権市民意識調査事業　等

❶ 超高齢社会の克服
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　本市が掲げる「五つの行動」の着実な実現に向け、部門の役割や機能を見直し、より機動的で効率的な行政
運営を図るとともに、市民の皆さんにとって、よりわかりやすい体制とすることを目的として、行政組織の改
編を実施します。
　あわせて、厳しい人員の制約状況および、生成AI など情報技術の進展をはじめ、行政を取り巻く環境の変化
への対応をすすめるべく、全庁的な業務改善や人材育成に取り組み、持続可能で自律的な行政運営ができる組
織を目指していきます。

９９ ８８

問総務課☎43-5001問総務課☎43-5001

４月から市役所の組織機構が変わります４月から市役所の組織機構が変わります

部局名 課名
議会事務局 (本館４階 )
総務部
(本館３階 )

総務課、財政課

企画部
(本館３階 )

ふるさと創生課、シティプロモーション課、
うずしお世界遺産推進課、資産活用推進課、
市民協働課、交通政策課

危機管理部
(本館３階 )

危機管理課

市民部
(本館１階 )

総合窓口センター、税務課、収納対策課、
環境課

福祉部
(本館１階 )

福祉課、長寿・保険課、地域包括ケア推進課、
健康課

経済観光部
(本館２階 )

商工観光課、食のブランド推進課、水産振
興課

農林畜産部
(本館２階 )

農林振興課、農地整備課

まちづくり建設部
(本館２階 )

建設課、用地対策課、都市政策課、建築技
術課、下水道課
※下水道課は第1別館１階

会計課 (本館１階 )
教育委員会
（第1・２別館）

教育総務課、こども未来課、学校教育課、
生涯学習課、文化・スポーツ振興課

令和８年４月からの組織体制 (９部１局34課 )
部局 課名

議会事務局
総務企画部

総務課、財務課、情報課、ふる
さと創生課、うずしお世界遺産
推進課、市民協働課

危機管理部 危機管理課

市民福祉部
総合窓口センター、税務課、環
境課、福祉課、子育てゆめるん
課、長寿・保険課、健康課

産業建設部

商工観光課、農林振興課、食の
拠点推進課、水産振興課、農地
整備課、建設課、都市政策課、
建築技術課、下水道課

会計課
教育委員会 教育総務課、学校教育課、社会

教育課、スポーツ青少年課

３月までの組織体制 (５部１局29課 )

課名 業務内容 電話番号
議会事務局 議会事務など 43-5005

総務課
行政組織、文書法制、人事給与、統計調査、秘書、人材育成など 43-5001
庁内業務改善、情報化推進など 43-5206

財政課 入札・契約、予算、決算、財政計画など 43-5210
ふるさと創生課 総合計画、地方創生戦略、男女共同参画、国際交流、定住促進など 43-5205
シティプロモーション課 情報発信（ホームページ、広報紙、LINE、さんさんネット、SNS等） 43-5201
うずしお世界遺産推進課 うずしお世界遺産登録推進など 43-5207
資産活用推進課 遊休等公的資産の有効活用、企業誘致、庁舎管理、財産区など 43-5261
市民協働課 地域づくり、自治会、市民交流センター、消費生活センターなど 43-5244
交通政策課 交通政策、生活路線バス・離島航路など 43-5262
危機管理課 災害対策、国民保護、消防団、交通安全、防犯など 43-5203
総合窓口センター 諸証明発行、戸籍、国民年金、マイナンバーカードなど 43-5212
税務課 市・県民税、国民健康保険税、固定資産税、軽自動車税、税証明など 43-5213
収納対策課 税・保険料の徴収、納税相談など 43-5264
環境課 ごみ減量化、公害対策、狂犬病予防接種、火葬場の管理運営など 43-5214
福祉課 地域福祉、生活保護、障がい者福祉、母子（父子）および寡婦福祉など 43-5216

長寿・保険課
介護保険 43-5217
医療保険 43-5257
高齢者等の生涯活躍推進、老人クラブなど 43-5260

地域包括ケア推進課 高齢者の総合相談、介護予防、認知症施策の推進など 43-5237
健康課 母子保健、健康診査、健康相談、診療所、こども家庭センターなど 43-5218
商工観光課 商工業振興、地場産業振興、起業家支援、観光業振興など 43-5221

食のブランド推進課
食のブランド推進、食の拠点事業の企画調整など 43-5224
関係人口、ふるさと納税など 43-5251

水産振興課 水産業振興、漁港整備など 43-5243
農林振興課 農林畜産業振興、鳥獣対策、バイオマス事業など 43-5223
農地整備課 農業施設の維持管理、ほ場整備など 43-5225
建設課 道路橋梁の維持管理、河川の維持補修など 43-5226
用地対策課 用地対策、地籍調査など 43-5263
都市政策課 都市計画、市営住宅、空き家政策など 43-5227
建築技術課 建築・土木等に係る指導・助言、建築の設計・積算・施工管理など 43-5252
下水道課 下水道施設の整備・維持管理、加入促進、下水道事業の経営など 43-5228
会計課 現金収納、出納など 43-5229
教育総務課 教育委員会、小中学校組合、学校施設の維持管理 43-5230
こども未来課 保育所、幼稚園、認定こども園に関することなど 43-5219
学校教育課 小学校、中学校に関することなど 43-5231
生涯学習課 人権教育、公民館業務、アフタースクール（学童保育）、青少年教育など 43-5038

文化・スポーツ振興課
芸術・文化、伝統芸能、文化財、スポーツ施設、スポーツ団体など 43-5234
中学校部活動の地域展開など 43-5265

選挙管理委員会事務局 選挙事務など 43-5004
監査委員事務局・
固定資産評価審査委員会事務局

監査事務など
固定資産評価に対する不服審査事務など 43-5235

農業委員会 農地の権利移動、転用、利用の最適化の推進など 43-5236

南あわじ市役所　業務案内南あわじ市役所　業務案内

次の部署については事務所の場所が変わります
・子育てゆめるん課 (本館１階 )
➡こども未来課 (第 1別館２階 )
・ふるさと創生課つながり開発室 (本館 3階 )
➡食のブランド推進課つながり開発室(本館2階)
・環境課 (本館２階 )➡環境課 (本館１階 )

庁舎配置図

市役所のフロア図は下の二次元コードから
市ホームページをご覧ください 市ホームページ
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自転車の交通違反に
　反則金制度導入

　４月１日から、自転車の交通違反に交通反則通告制
度（いわゆる青切符制度）が導入されます。自転車の
違反行為に対して、青切符による処理が行われます。
対象となる主な違反行為対象となる主な違反行為
携帯電話の使用等（ながらスマホ）、車道の右側通行、
信号無視、一時不停止、傘差し運転、無灯火、二人乗り、
二台以上の並走など
　交通事故防止のため、安全な走行にご協
力をお願いします。
問南あわじ警察署☎ 42-0110

ハザードマップでハザードマップで
危険箇所の確認を危険箇所の確認を
　　自宅や職場、よく訪れる場所周自宅や職場、よく訪れる場所周
辺での災害リスクや避難場所、避辺での災害リスクや避難場所、避
難経路、避難するタイミングをあ難経路、避難するタイミングをあ
らかじめ確認しておきましょう。らかじめ確認しておきましょう。

自宅での備蓄自宅での備蓄
　　家族の人数分の水や食料、携家族の人数分の水や食料、携
帯トイレなど最低３日間、できれ帯トイレなど最低３日間、できれ
ば１週間分を備蓄しましょう。定ば１週間分を備蓄しましょう。定
期的に消費しながら備蓄できる期的に消費しながら備蓄できる

「ローリングストック」が経済的「ローリングストック」が経済的
です。です。
・・食料（缶詰やレトルト食品等）食料（缶詰やレトルト食品等）
・・飲料水（１人１日３リットル）飲料水（１人１日３リットル）
・・携帯トイレ（１人１日５回）携帯トイレ（１人１日５回）

非常持出袋の準備非常持出袋の準備
　　非常持出袋は、避難に必要なも非常持出袋は、避難に必要なも
のを持ち出しやすい場所に置いてのを持ち出しやすい場所に置いて
おき、定期的に点検・入れ替えをおき、定期的に点検・入れ替えを
しましょう。しましょう。
持出品（例）持出品（例）
飲料水、食料、懐中電灯、貴重品、飲料水、食料、懐中電灯、貴重品、
薬、応急用品、カイロ、携帯ラジオ、薬、応急用品、カイロ、携帯ラジオ、
マスク、消毒液、洗面用具、筆記具、マスク、消毒液、洗面用具、筆記具、
スリッパ、軍手、ティッシュ、下着、スリッパ、軍手、ティッシュ、下着、
雨具、携帯トイレ、連絡先のメモ、雨具、携帯トイレ、連絡先のメモ、
その他必要なものその他必要なもの

家具等の固定家具等の固定
　　タンスやテレビ、冷蔵庫等の大タンスやテレビ、冷蔵庫等の大
型家具を固定しましょう。型家具を固定しましょう。
・・居間と寝室に背の高い家具をで居間と寝室に背の高い家具をで

きるだけ置かない。きるだけ置かない。
・・家具の向きを人やドアに倒れな家具の向きを人やドアに倒れな

い方向に変える。い方向に変える。
・・窓ガラスや家具のガラス部分に窓ガラスや家具のガラス部分に

フィルムを張る。フィルムを張る。

火災対策火災対策
　　通電火災防止のため避難する通電火災防止のため避難する
ときはブレーカーを切りましょう。ときはブレーカーを切りましょう。
・・消火器を設置し、使用方法を確消火器を設置し、使用方法を確

認しておく。認しておく。
・・感震ブレーカーを設置する。感震ブレーカーを設置する。

地域や家族で地域や家族で
防災訓練防災訓練
　　いざというときに慌てず行動がいざというときに慌てず行動が
できるように、地域で実施されるできるように、地域で実施される
訓練への参加や家族で避難経路訓練への参加や家族で避難経路
などについて、話し合っておきまなどについて、話し合っておきま
しょう。しょう。

南あわじ市ハザードマップ南あわじ市ハザードマップ

　　大規模災害時において、生活用水（清掃、トイレ、洗濯用水等）大規模災害時において、生活用水（清掃、トイレ、洗濯用水等）
の確保が大きな課題となります。の確保が大きな課題となります。
　個人や事業所が所有している井戸の水を生活用水として利用させ　個人や事業所が所有している井戸の水を生活用水として利用させ
ていただく「災害時協力井戸」への登録を募集しています。井戸をていただく「災害時協力井戸」への登録を募集しています。井戸を
所有している人は、ぜひご登録をお願いします。所有している人は、ぜひご登録をお願いします。

災害時協力井戸を募集しています災害時協力井戸を募集しています！！

災害時協力井戸

市ホームページ

　　南海トラフ地震の発生が懸念される中、昨年 7 月に発生したカムチャツカ半島付近の地震では、南あわじ市でも津南海トラフ地震の発生が懸念される中、昨年 7 月に発生したカムチャツカ半島付近の地震では、南あわじ市でも津
波注意報が発表され、避難指示を発令することとなり、災害への備えを再確認するきっかけとなりました。波注意報が発表され、避難指示を発令することとなり、災害への備えを再確認するきっかけとなりました。
　また、線状降水帯の発生や異常気象による風水害も全国各地で発生しており、いつ大規模な災害が起きてもおかし　また、線状降水帯の発生や異常気象による風水害も全国各地で発生しており、いつ大規模な災害が起きてもおかし
くない状況です。今一度、各ご家庭で災害に対する備えを確認しておきましょう。くない状況です。今一度、各ご家庭で災害に対する備えを確認しておきましょう。

問危機管理課☎ 43-5203問危機管理課☎ 43-5203

高まる災害リスク高まる災害リスク  改めて家庭での備えを改めて家庭での備えを

市内の交通事故の傾向市内の交通事故の傾向
・負傷者のうち重傷者の占める割合が、県下の約

5% に対し、市内では約 10％と高くなっていま
す。重大な事故が起こりやすい傾向にあるため、
安全な走行を心がけましょう。

・自転車が関係する事故が増加しています。
　交通ルールを守り、ヘルメットを着

用して走行しましょう。
問危機管理課☎ 43-5203

春の全国交通安全運動

市内で詐欺被害が多発中
詐欺・迷惑電話対策をしましょう

◆対策１　国際電話の利用休止
　国際電話（海外との電話）は犯罪に悪用されやすいため、利用しない人は休止手続きをしましょう。休止
手続きは無料で、WEB や郵送で申込を受け付けています。手続き方法でお困りの場合は、南あわじ警察署
生活安全係までご相談ください。問南あわじ警察署☎ 42-0110

兵庫県警察
ホームページ

実施期間　４月６日 ( 月 ) ～ 15 日 ( 水 )

４月１日から自転車の取り締まりルールが変わります

対象年齢
16 歳以上

◆対策２　電話機に防犯機能を備える
　詐欺の犯人は声が録音されることを嫌うため、電話機に防犯機能（着信前自動警告機能と自動録音機能）を備えま
しょう。65 歳以上の人がいる世帯には、次の支援事業があります。

❶防犯機能付き電話機の購入費用の補助
　( 令和８年度で終了 )
　購入費用の一部を補助します。
※機器購入前に申込が必要
補助金額補助金額　購入金額の３分の２（上限１万円）
申込期間申込期間　4 月 1 日 ( 水 ) ～令和 9 年 2 月 26 日 ( 金 )
※予算上限に達した時点で申込受付を終了します
問危機管理課☎ 43-5203

❷外付け録音機の無償配付
　電話機に取り付けることで、防犯機能を
後付けできる機器を無償配付します。
受付期間受付期間
　４月（予定）～令和 9 年 1 月 29 日（金）
問ひょうご地域安全まちづくり推進協議会
　（兵庫県県民生活部くらし安全課内）
　☎ 078-362-3163

◆対策１　番号非通知の着信拒否
　詐欺や迷惑電話の可能性が高い「番号非通知」の電話は、
携帯電話会社のサービスを使って着信拒否ができます。
○ NTT ドコモ
　「148」に電話をかけ、ガイダンスに従って「1」を押す
○ au（KDDI）、UQ モバイル
　「1481」に電話をかける

◆対策２　警察庁推奨アプリの利用
　詐欺の電話をブロックできる「警察庁推奨アプリ」
を利用しましょう。アプリの利用は無料です。
主な機能主な機能
　詐欺などの犯罪に利用された電話番号
や民間事業者が独自に収集した迷惑電話
番号の発着信ブロックなど

固定電話固定電話

スマートフォンスマートフォン

市ホームページ

問危機管理課☎ 43-5203問危機管理課☎ 43-5203
　南あわじ警察署☎ 42-0110　南あわじ警察署☎ 42-0110

市ホームページ 県ホームページ

警察庁推奨アプリ

市ホームページに
自転車の交通ルールを

掲載しています

WEB 申込
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手当 支給月 対象者 手当額
❶児童手当 2 月、4 月、

6 月、 ８ 月、
10 月、12 月

高校生年代まで（18 歳の誕生日後の最初の
3 月 31 日まで）の児童を養育している人（公
務員は職場から支給）

3 歳未満＝月額 15,000 円
3 歳～高校生年代＝月額 10,000 円
第 3 子以降＝月額 30,000 円

❷児童扶養手当 1 月、 ３ 月、
５ 月、 ７ 月、
９月、11 月

父母の離婚等で父または母と生計を同じくし
ていない子どもを養育している人、または子
どもを養育している人のうち配偶者が一定以
上の障害を持っている人

全部支給
児童 1 人の場合＝月額 48,050 円
※所得・年金等により手当額が変わり、

一部支給となります
※所得制限あり

❸特別児童扶養手当 ４ 月、 ８ 月、
11 月

20 歳未満の障害児を養育する父母や、父母
に代わってその児童を養育している人

重度障害（1 級）＝月額 58,450 円
中度障害（2 級）＝月額 38,930 円
※所得制限あり

❹特別障害者手当 ２月、５月、
８月、11 月

障害者手帳 1・2 級程度の障害が重複するな
ど、著しい重度障害のため日常生活に特別の
介護を必要とする在宅の 20 歳以上の人

月額 30,450 円
※所得制限あり

❺ 障害児福祉手当 ２月、５月、
８月、11 月

重度の障害のため日常生活で常に介護を必要
とする在宅の 20 歳未満の人（障害の永続性
が確認できる年齢は概ね 3 歳以上）

月額 16,560 円
※所得制限あり

手当 各種手当のお知らせ
問福祉課☎ 43-5216問福祉課☎ 43-5216

　4 月以降の各種手当について、下記のとおりお知らせします。❷～❺については、手当額が改定されました。

国民
年金

令和８年度の国民年金保険料のご案内と
出張年金相談のお知らせ

※令和９年度の保険料を18,290円で算出
　17,920円×12月＋18,290円×12月＝434,520円

第１号被保険者保険料＝ 17,920 円

 国民年金保険料額の変更に伴い、
前納の保険料額も変わります。

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分
月々の現金払い 17,920 円 107,520 円 215,040 円 434,520 円※

前
納

現金・クレジット － 106,650 円 211,220 円 418,510 円

口座振替 17,860 円
（早割） 106,300 円 210,530 円 417,150 円

　明石年金事務所では、出張による年金相談（完全予約制）を実施し
ていますので、ぜひご利用ください。
▷申込方法　申し込みは、明石年金事務所の窓口・電話で受付してい

ます。定員に達した時点で受付を終了します。申し込みの際には、
相談者および配偶者の基礎年金番号、氏名、生年月日、電話番号、
相談内容等について確認します。

▷場所　洲本市文化体育館
▷日程　右表のとおり
▷時間　10:15 ～ 15:00
問明石年金事務所お客様相談室☎ 078-912-4983 音声案内①→②

相談日 受付期間
R8 4/23（木） R8 3/24（火）～ 4/13（月）

5/28（木）  4/28（火）～ 5/18（月）
6/25（木） 5/26（火）～ 6/15（月）
7/23（木） 6/23（火）～ 7/13（月）
8/27（木） 7/28（火）～ 8/17（月）
9/17（木） 8/18（火）～ 9/7（月）

10/15（木） 9/15（火）～ 10/5（月）
11/19（木） 10/20（火）～ 11/9（月）
12/24（木） 11/25（水）～ 12/14（月）

R9 1/28（木） 12/22（火）～ R9 1/18（月）
2/25（木） R9 1/26（火）～ 2/15（月）
3/25（木） 2/24（水）～ 3/15（月）

問総務課☎ 43-5001

　10 月採用（経験者）に加え、翌 4 月採用（新大学 4 年生を含む）を対象に採用試験を実施します。
令和９年３月に高校を卒業見込みの人は、後期試験 (７月募集開始予定 ) を受験してください。

職　種 採用予定人数 受　験　資　格

事
　
務
　
職

一般行政職 10人
次の条件をいずれも満たす人 ❶昭和62年４月２日～平成20年4月1日に
生まれた人❷高等学校を卒業した人

一般行政職 
（障害者枠） 若干名

次の条件をいずれも満たす人 ❶昭和62年４月２日～平成20年4月1日に
生まれた人❷高等学校を卒業した人（高等学校に準ずる教育機関を含む）
❸身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかの手帳
の交付を受けている人

一般行政職 
（経験者採用） 5人

次の条件をいずれも満たす人 ❶昭和62年４月２日以降に生まれた人❷高
等学校を卒業し、申込時点で民間企業等において職務経験（週35時間以上
の勤務形態）が通算して３年以上ある人

建築・土木事務職
※市が発注する建

築・土木に関す
る事務

若干名

次の❶❷または❶❸の条件を満たす人
❶昭和62年４月２日以降に生まれた人❷学校教育法による大学、短大、高
等専門学校または専門学校で建築・土木に関する専門課程を履修して卒業
した人または令和9年3月までに卒業見込みの人❸申込時点で民間企業等
における建築または土木の職に関する職務経験（週35時間以上の勤務形
態）が通算して３年以上ある人

募集する職種等

職員
募集

令和 8 年 10 月、令和 9 年 4 月採用

市役所職員の募集(前期試験)

申込方法
　オンラインによる申込み　
※詳しくは申込用ホームページをご覧ください1次試験　

　6月7日（日）　SPI３ (能力検査・性格検査)
2次試験　
　６月28日（日）　面接試験
3次試験　
　7月 26日（日）　面接試験

試験会場：南あわじ市役所

申込用ホームページ 市ホームページ

申込期間　5 月 15 日 ( 金 ) まで

出張年金相談

　採用は、令和８年 10 月～令和９年４月の間で相談のうえ決定させていただきます。
※経験者採用は 10 月、その他の職種は令和 9 年 4 月の採用を想定しています
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陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

　
な
お
、
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
日
に
予
約
を
し
た
人
は
、
来
庁

に
て
お
手
続
き
後
、
後
日
書
留
郵

便
等
で
カ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す
。

※
交
付
通
知
に
同
封
し
て
い
る
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
カ
ー
ド
受

け
取
り
の
ネ
ッ
ト
予
約
可
能

※
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
の

予
約
は
電
話
受
付
の
み

※
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、

本
人
が
市
役
所
ま
で
行
く
の
が

難
し
い
場
合
は
、
予
約
の
前
に

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
代

理
受
取
に
は
条
件
が
あ
り
、
必

要
書
類
が
通
常
と
異
な
り
ま
す
）

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
平

日
お
よ
び
日
曜
日
に
市
役
所
窓
口

に
て
即
日
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
日
曜
日
の
交
付
に
限
り
、
要
予
約

た
だ
し
、
毎
月
第
３
土
曜
日
の
次

の
日
曜
日
と
年
末
年
始
期
間
（
12

月
29
日
～
１
月
３
日
）
に
係
る
日

曜
日
は
、
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
即
日
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
８
年
度
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
日
（
す
べ
て
日
曜
日
）

令
和
８
年　
４
月
19
日
、
５
月
17

日
、
６
月
21
日
、
７
月
19
日
、

８
月
16
日
、
９
月
20
日
、
10
月

18
日
、
11
月
22
日
、
12
月
20
日

令
和
９
年　
１
月
３
日
、
１
月
17

日
、
２
月
21
日
、
３
月
21
日

マイ
ナンバー
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
日
の
お
知
ら
せ

納期限は４月30日（木）納期限は４月30日（木）

介護保険料 【１期】
「うっかり忘れ」の防止に口座振替を「うっかり忘れ」の防止に口座振替を

　納付には、安全・便利・確実な口座
振替をご利用ください。口座から自動
的に引き落とされるため、納めに行く
手間が省け、納期限を忘れてしまっ
ていても安心です。市内の金融機関
や市役所で申し込みできます。

（問）長寿・保険課 介護保険係　　
　　☎43-5217
※納付が困難な場合は、担当課または収納

対策課(☎43-5264)までご相談ください

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

税
縦
覧
の
期
間　
４
月
１
日
（
水
）

～
６
月
１
日
（
月
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

対
象
帳
簿

❶
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

❷
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

令
和
８
年
度
固
定
資
産
税
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

縦
覧
で
き
る
人

❶
土
地
の
納
税
義
務
者

❷
家
屋
の
納
税
義
務
者

縦
覧
で
き
る
場
所

　
市
役
所
本
館
１
階
税
務
課
窓
口

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

吹
上
浜
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
の

譲
与
に
つ
い
て

譲与
　
４
月
１
日
付
け
で
吹
上
浜
野
外

教
育
セ
ン
タ
ー
（
阿
万
、
通
称
・

吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
場
）
を
地
元
の

吹
上
町
自
治
会
に
譲
与
し
ま
し

た
。

　
同
施
設
は
、
長
年
、
吹
上
町
自

治
会
に
運
営
を
委
託
し
て
お
り
、

観
光
客
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま

に
、
野
外
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
野
外
活

動
事
業
に
加
え
、
地
域
活
性
化
事

業
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。
地
域
の
状
況
や
利
用
者

の
声
を
生
か
し
、
よ
り
魅
力
あ

る
施
設
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。 

【
譲
与
後
の
問
合
せ
先
】

　
吹
上
浜
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
55
・
０
９
４
８

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
43
・
５
２
３
４

市ホームページ

商品券

は
ば
タ
ン
Ｐ
ａ
ｙ
＋
第
５
弾

県ホームページ

場所 日程 時間

市役所本館１階
５月 13 日 ( 水 ) まで
の平日（祝日を除く） 8:30 ～

17:154 月 4 日 ( 土 )
市民交流センター

（広田・倭文・榎列倭文・
八木・市・神代・三原志知）

4 月１日 ( 水 ) ～
3 日 ( 金 ) ９:00 ～

17:00市民交流センター
（福良・賀集・北阿万・潮美台・
阿万・灘）

4 月８日 ( 水 ) ～
10 日 ( 金 )

沼島市民交流センター 4 月 9 日 ( 木 ) ～
10 日 ( 金 )

９:30 ～
17:15

対
象　
す
べ
て
の
県
民

販
売
単
位　
一
口
７
５
０
０
円
を 

５
千
円
で
販
売
（
プ
レ
ミ
ア
ム

率
50
％
）、
１
人
４
口
ま
で

申
込
方
法　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

よ
る
申
込
み

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
期
間　
４
月
12
日（
日
）ま
で

利
用
期
間　
４
月
24
日（
金
）か
ら

　
７
月
31
日（
金
）ま
で

問
は
ば
タ
ン
Ｐａｙ
＋
事
務
局

　

☎
０
５
０・３
１
２
４・６
７
６
１

　
営
業
時
間　
午
前
９
時
～

　
午
後
５
時
30
分（
土
日
祝
含
む
）

　
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
県
民
の
家
計
を
応
援
し
、

個
人
消
費
の
下
支
え
を
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ
ジ
タ
ル
商
品
券

事
業
「
は
ば
タ
ン
Ｐａｙ
＋
」
第
５
弾
の
一
般
枠
を
実
施
し
ま
す
。

はばタン pay サポート窓口　
南あわじ市ではサポート窓口を設置します。
問商工観光課☎ 43-5221( 平日 8:30 ～ 17:15)

※松帆・湊・津井・丸山・阿那賀・伊加利・西淡志知地区は、3
月に終了しました。お住いの地区以外の交流センターもご利用
できますので、スマホを持って、友人・家族とお越しください

※スマホの充電残量のご確認をお願いします
※はばタン pay 以外の相談は対応できませんので、ご了承ください

補
助
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
、
上
限
１
０
０
万
円
・
下

限
15
万
円

※
対
象
経
費
30
万
円
以
上
の
事
業

が
対
象

※
交
付
決
定
前
の
改
修
・
更
新
不
可

申
請
期
間　
５
月
１
日（
金
）～

　
７
月
31
日（
金
）

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点

で
、
申
請
受
付
を
終
了
し
ま
す

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

　
工
場
・
事
業
所
の
省
エ
ネ
化
に

取
り
組
む
た
め
の
設
備
投
資
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人
お
よ
び
個
人
事

業
主
（
第
一
次
産
業
は
除
く
）

対
象
事
業　
15
％
以
上
の
省
エ
ネ

効
果
が
見
込
ま
れ
る
設
備
へ
の

入
替
、
事
業
用
車
両
の
エ
コ
車

両
・
電
気
車
両
へ
の
更
新
（
緑

ナ
ン
バ
ー
の
車
両
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
等
の
特
殊
車
両
を
含
む
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
高
騰

対
策
支
援
補
助
金
に
つ
い
て

補助金

住
、
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤

務
す
る
人
で
、
平
日
の
昼
間
に
開

催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

応
募
方
法　
申
込
書
に
４
０
０
～

８
０
０
字
の
小
論
文
を
添
え

て
、
商
工
観
光
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送

応
募
期
限　
４
月
30
日（
木
）必
着

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

　
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
支

援
・
発
展
に
関
す
る
方
針
や
仕
組

み
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
を
行
う

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人
程
度

任
期　
令
和
８
年
６
月
～
令
和
９

年
３
月
（
予
定
）

報
酬　
８
千
円
（
日
額
）

応
募
資
格　
次
の
❶
～
❹
の
条
件

す
べ
て
を
満
た
す
人
❶
市
の
他
の

附
属
機
関
の
公
募
委
員
で
な
い
❷

市
職
員
、
市
議
会
議
員
で
な
い
❸

暴
力
団
員
等
で
な
い
❹
市
内
に
居

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例

策
定
検
討
委
員
会
の
委
員
募
集

募集

市ホームページ

市ホームページ
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高齢者

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ま
へ

地
域
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か
？

お
す
す
め

◆
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
で

使
え
る
商
品
券
（
お
も
い
や
り

ポ
イ
ン
ト
券
）
に
交
換
で
き
る

▽
申
込
方
法

　

二
次
元
コ
ー
ド

か
ら

問
長
寿
・
保
険
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
０

活
動
の
「
場
」
を
紹
介
し
ま
す

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度

説
明
会
・
相
談
会
（
要
予
約
）

▽
日
時　
４
月
10
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所　
市
役
所
本
館
１
階

　
１
０
１
・
１
０
２
会
議
室

◆
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
人
、
生

き
が
い
づ
く
り
が
し
た
い
人
に

申込フォーム

障害者
等

◆
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

　

人
手
不
足
の
解
消
に
向
け
て
、

「
超
短
時
間
雇
用
」
の
導
入
に
関

心
の
あ
る
事
業
者
か
ら
の
問
合
せ

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
電
話

ま
た
は
下
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
長
寿
・
保
険
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
０

　
超
短
時
間
の
お
仕
事
で
の
就
業

に
興
味
が
あ
る
人
向
け
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
個
別
案
内
や
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
❶
４
月
23
日（
木
）❷
24

日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す

※
一
人
50
分
の
枠
に
な
り
ま
す

※
支
援
員
や
ご
家
族
の
同
席
可
能

▽
場
所　
市
役
所
本
館
２
階

　
２
０
１
会
議
室

▽
申
込
方
法

　
お
電
話
ま
た
は
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

「
超
短
時
間
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

求
職
者
登
録
面
談
会
（
４
月
実
施
）

申込フォーム

市ホームページ

補助金

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
地
域
交
流
を
支
援

補
聴
器
購
入
費
用
の
補
助

補
助
対
象
者　
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人
❶
65
歳
以
上
で
市

内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住

す
る
❷
中
等
度
難
聴
（
40
～
70

㏈
）
で
、
聴
覚
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
❸
耳
鼻
科
の
医
師
の

診
断
を
受
け
、
補
聴
器
の
必
要

性
を
認
め
る
証
明
（
医
師
意
見

書
）
を
受
け
て
い
る
❹
市
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯
に
属

し
て
い
る
❺
過
去
に
こ
の
補
助

金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
申
請
時
点
で
交
付
決
定
の

日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る

補
助
金
の
額　
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）
と
４
万
円
を
比
較
し

て
少
な
い
方
の
額

※
片
耳
、
両
耳
を
問
い
ま
せ
ん

補
助
内
容　
管
理
医
療
機
器
と
し

て
の
補
聴
器
本
体
と
附
属
品

※
申
請
前
に
購
入
さ
れ
た
も
の
は

補
助
対
象
外

※
修
理
は
補
助
対
象
外

申
請
方
法　
長
寿
・
保
険
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
る
申
請
書
、
医

師
意
見
書
、
購
入
予
定
の
販
売

店
の
見
積
書
を
提
出

※
受
付
は
予
算
の
範
囲
内
で
先
着

順
、
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受

付
終
了
（
１
０
０
人
程
度
）

問
長
寿
・
保
険
課
☎
43
・
５
２
１
７

　
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
す
べ
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
で
で
き
た
も

の
）
に
は
、
他
の
素
材
（
金
具

等
）
、
電
池
、
通
電
基
盤
等
が
含

ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
排
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
例
）
リ
モ
コ
ン
を
捨
て
る
時

は
、
必
ず
電
池
を
取
り
外
し
、
小

型
家
電
製
品
と
し
て
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。
誤
っ
た
分
別
に
よ
り
、

ご
み
処
理
に
多
大
な
影
響
が
出
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課

　
☎
43
・
５
２
１
４

ご
み
分
別
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

ごみ

1717 1616

補助金

同
窓
会
の
開
催
費
用
を
補
助
し
ま
す

ふ
る
さ
と
同
窓
会
応
援
事
業
補
助
金

　
南
あ
わ
じ
市
出
身
者
が
地
元
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
同
窓
会
の
開
催
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
❶
市
内
の
同
じ
小
・
中
・

高
校
・
大
学
の
卒
業
生
同
士
が

開
催
❷
市
内
の
飲
食
店
な
ど
で

開
催
❸
出
席
者
の
年
齢
が
令
和

８
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以

上
❹
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
の
協
力
な
ど

対
象
経
費　
食
事
代
（
飲
物
代
は

対
象
外
）、
案
内
文
書
の
印
刷・

送
付
代
、
記
念
写
真
代
な
ど

補
助
額　

１
団
体
あ
た
り
上
限

６
万
円

申
請
方
法　
開
催
日
の
14
日
前
ま

で
に
申
請
書
類
を
提
出

※
詳
し
く
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43
・
５
２
０
５

市ホームページ

補助金

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
事
業

の
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
観
光
、
産
業
、
文
化
の
振
興
を

目
的
に
、
本
市
の
魅
力
を
県
内
外

へ
発
信
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
者　
観
光
協
会
や
観
光
事
業

所
、
商
工
会
や
商
工
業
者
、
自

治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
協
働

し
て
自
主
的
に
事
業
を
行
う

市
内
の
団
体
お
よ
び
事
業
者

対
象
事
業　
県
内
外
か
ら
の
観
光

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

と
に
寄
与
し
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の
❶
対

象
経
費
が
３
０
０
万
円
以
上

　

❷
県
内
外
へ
の
広
報
宣
伝
費

が
、
対
象
経
費
に
１
０
０
分
の

５
を
乗
じ
て
得
た
額
と
20
万
を

比
較
し
て
少
な
い
方
の
額
以
上

❸
環
境
に
配
慮
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
事
業

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
２
５
０
万
円
）

応
募
方
法　
申
請
書
お
よ
び
企
画

書
等
を
商
工
観
光
課
へ
提
出

応
募
締
切　
４
月
24
日（
金
）

決
定
方
法　
書
類
審
査
後
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
よ
り
決
定

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

臨時職員募集（職種：就業開拓他）
詳しくはシルバー人材センターまで

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

空いた時間で「ちょこっと」誰かのお手伝い

「ちょこサポ会員」「ちょこサポ会員」募集中 問 0799-45-0012

チエブクロー

ホームページ

入会説明会のご案内
日時　❶４月 ８日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷４月 22 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター
　　　（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、
　　　働き方などについて説明します。

業
務
内
容　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
の
調
理
ま
た
は
調
理
補
助

勤
務
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
～

午
後
４
時
（
７
時
間
）

※
週
５
日
勤
務

※
８
月
は
勤
務
を
要
し
な
い（
無
給
）

勤
務
場
所　
南
あ
わ
じ
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
　
１
人

賃
金（
月
額
）　

　
調
理
員 

19
万
８
６
７
３
円

　
調
理
補
助
員 

19
万
２
５
６
７
円

申
込
要
件　

　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

申
込
方
法　
履
歴
書
に
普
通
運
転

免
許
証
の
写
し
、
調
理
員
は
調

理
師
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、

申
込
先
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

申
込
期
限　
４
月
15
日（
水
）正
午

選
考
方
法　
面
接
試
験

　
４
月
17
日（
金
）午
後
面
接
予
定

申
込
み
・
問
合
せ

　
南
あ
わ
じ
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
42
・
４
４
０
７

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

学
校
給
食
調
理
員
・
調
理
補
助
員

募集

市ホームページ

補助金

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

ご
み
減
量
化
機
器
設
置
費
用

▽
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
購
入
金
額
の
２
分
の
１

　
上
限
３
万
円

※
１
世
帯
に
１
基
が
対
象
で
、
更

新
は
従
前
の
機
器
を
購
入
後
5

年
以
上
経
過
し
た
場
合
に
限
り

ま
す

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

対
象　
市
内
在
住
で
、
ご
み
減
量

化
機
器
を
設
置
し
た
家
庭

対
象
機
器　
ご
み
減
量
容
器
（
コ

ン
ポ
ス
ト
）
お
よ
び
電
動
式
生

ご
み
処
理
機

補
助
金
額

▽
ご
み
減
量
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

　
購
入
金
額
の
４
分
の
３

　
上
限
６
千
円

市ホームページ
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対
象
団
体　
市
内
に
事
務
所
等
の

拠
点
を
有
し
、
主
と
し
て
市
内

で
活
動
を
行
う
団
体
等

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43
・
５
２
０
５

補
助
対
象
経
費　
住
宅
取
得
費
、

賃
貸
住
宅
の
賃
借
に
要
し
た

敷
金・礼
金・仲
介
手
数
料
（
家

賃
を
除
く
）、
引
越
費
用

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43
・
５
２
０
５

1919 1818

　狂犬病予防注射を右表の日程で実施します。
また、未登録の犬は登録を併せて行います。
　犬の飼い主は、生後 91日以上を経過した飼い犬を
登録することと、年 1回狂犬病予防注射を受けさせる
ことが狂犬病予防法により、義務づけられています。

令和８年度 狂犬病予防注射の日程
問環境課☎ 43-5214

●集合注射の料金について
登録済みの犬　注射料金は3,500 円
登録のない犬　登録・注射料金は6,500 円
※登録は犬ごとに必要です
※住所など登録事項に変更があれば届けてください
※接種券の裏面が問診票になっています

日 場所 時間

8 日（水）

慶野コミュニティプラザ 8:30 ～ 8:50
日光寺前 9:10 ～ 9:40
松帆活性化センター 10:00 ～ 10:30
湊地区公民館 10:50 ～ 11:20
志知奥公会堂 11:40 ～ 12:00

9 日（木）

西淡グラウンド 8:30 ～ 9:00
南あわじ漁協（旧丸山漁協） 9:20 ～ 9:40
ＪＡ伊加利阿那賀経済センター前 10:00 ～ 10:30
西淡志知公民館 10:50 ～ 11:20
学ぶ楽しさ支援センター（旧三志小） 11:50 ～ 12:20

10 日（金）

神道公会堂 8:30 ～ 9:00
旧ＪＡ榎列倭文出張所前 9:20 ～ 9:50
掃守公会堂 10:10 ～ 10:40
榎列公民館 11:00 ～ 11:30
小榎列集落センター 11:50 ～ 12:20

13 日（月）

国衙旧国道鎮守神社 8:30 ～ 9:00
神代八幡神社（神稲） 9:20 ～ 9:50
神代地区公民館 10:10 ～ 10:40
浦壁公会堂 11:00 ～ 11:30
三原健康広場 11:50 ～ 12:20

14 日（火）

寺内公会堂 8:30 ～ 9:00
八木地区公民館公園前駐車場 9:20 ～ 9:50
野原消防屯所前 10:10 ～ 10:30
市徳長公会堂 10:50 ～ 11:20
市地区公民館 11:40 ～ 12:10

15 日（水）

阿万地区公民館 8:30 ～ 9:00
阿万スポーツセンター 9:20 ～ 9:50
阿万海岸海水浴場 10:10 ～ 10:40
灘地区公民館 11:00 ～ 11:30
沼島総合センター 12:20 ～ 12:55

16 日（木）

生子神社 8:30 ～ 9:00
大日寺 9:20 ～ 9:50
北阿万地区公民館 10:10 ～ 10:40
伊賀野コミュニティセンター 11:00 ～ 11:30
潮美台地区公民館 11:50 ～ 12:20

17 日（金）

仁尾荘 8:30 ～ 8:50
波止の浜公園 9:10 ～ 9:40
福良地区公民館 10:00 ～ 10:30
賀集八幡神社だんじり置場 10:50 ～ 11:20
賀集地区公民館 11:40 ～ 12:10

19 日（日）南あわじ市役所 9:00 ～ 12:00

20 日（月）

広田地区公民館 8:30 ～ 9:00
山添公会堂 9:20 ～ 9:50
緑老人福祉センター 10:10 ～ 10:40
中筋公会堂 11:00 ～ 11:30
倭文公民館 11:50 ～ 12:20

●集合注射の期間中は、地区等を問わず、いずれの会
場でも注射を受けることができます。

●集合注射および動物病院で注射を受ける時は、必ず
「接種券 (黄色の用紙 )」をお持ちください。
●個別に動物病院でも注射を受けることができます。た

だし、注射料金は各動物病院で異なりますので、詳し
くは動物病院へお問い合わせください。

●最新情報は市ホームページで
　ご確認ください。

市ホームページ

　兵庫県の「動物の愛護及び管
理に関する条例」で「飼い犬の
所有者等は、当該飼い犬が道路、
公園、広場、その他の公共の場
所において、ふんを排せつした
場合には、直ちに当該ふんをそ
の場所から除去しなければなら
ない」と定められています。（第
12 条の２）

対象者　市内に住所を有する人
助成額　オス１匹につき 5,000 円
　　　　メス１匹につき１万円
※手術費用が上記金額未満の場合手術費用が上限
申請期間　令和９年１月 31 日（日）まで
※１人につき10匹上限(同一会計年度内)
※詳しくは市ホームページをご覧くだ

さい
問環境課☎ 43-5214

飼い主のいない猫の
不妊手術費用を助成します猫

市ホームページ

補助金
交
付
要
件　
❶
令
和
８
年
度
に
婚

姻
届
を
受
理
さ
れ
た
夫
婦
❷

夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
い

て
39
歳
以
下
❸
世
帯
の
合
計

所
得
額
が
５
０
０
万
円
未
満

❹
市
税
の
滞
納
が
な
い
❺
国

が
定
め
る
講
座
の
受
講
等
を

す
る
こ
と

補
助
額　
夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下

の
場
合
は
上
限
60
万
円
、
そ
の

他
の
場
合
は
上
限
30
万
円

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
制
度

補助金
　
地
域
全
体
で
結
婚
を
希
望
す
る

独
身
者
を
応
援
す
る
た
め
、
団
体

等
が
開
催
す
る
独
身
の
男
女
の
出

会
い
や
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
か
か
る
費

用
を
助
成
し
ま
す
。（
上
限
10
万

円
）

対
象
事
業　
結
婚
を
希
望
す
る
独

身
の
男
女
の
出
会
い
と
交
流

の
機
会
の
提
供
ま
た
は
結
婚

の
促
進
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
ま
た
は
セ
ミ
ナ
ー

縁
結
び
推
進
事
業
補
助
金

村上選手を応援しよう
～甲子園への招待チケット申込開始～

　プロ野球阪神タイガースの村上頌樹選手（南あわじ市ふる
さと応援大使）が南あわじ市の子どもたちを、阪神甲子園球
場にて行われるシーズン公式戦へ招待します。

申込対象試合　５月に甲子園で行われる試合（全14試合）
申込対象者　
　市内在住の人（高校生以下の子どもを含む４人１グループ）
※申込代表者は１８歳以上の人に限る（高校生は除く）
申込方法　市ホームページで詳細を確認の上、申込フォーム
よりお申込みください。
申込締切　４月１７日（金）１７：００
※抽選結果は、当選者のみお電話に

てご案内します

問文化・スポーツ振興課 ☎43-5234

申込フォーム

エントリー期間
　令和９年２月28日（日）まで
※南あわじ市ではビーチバレーボール
　競技が開催されます
ビーチバレーボール競技
日程　令和９年5月8日（土）～14日（金）
会場　慶野松原ビーチバレーコート
※エントリーの詳細については、大会公式

ホームページでご確認ください
問文化・スポーツ振興課
　☎43-５２３４

『ワールドマスターズゲームズ2027関西』 
大会のエントリーを開始

公式ホームページ

市ホームページ

　火災予防条例の改正に伴い、新たに林野火災警報・
注意報が発令されるようになりました。
　警報の発令時には、屋外での火の取り扱いが禁止さ
れ、違反者には罰則も伴う厳しい内容となっています。

　詳しくは、淡路広域消防事務組合ホーム
ページをご確認ください。
問淡路広域消防事務組合消防本部予防課　
　☎24-2416

淡路広域消防
ホームページ

林野火災警報・林野火災注意報
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★
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載
。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

南
あ
わ
じ
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
第
42
回
福
良
剣
道
大
会

（
１
月
25
日
・
南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

低
学
年
団
体
の
部　

②
ふ
く
ら
少
年
剣
友
会

高
学
年
団
体
の
部

②
緑
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
A

３・４
年
個
人
の
部

②
北
山
詢
真
③
高
辻
一
樹

③
野
村
あ
お
い

※
す
べ
て
緑
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

５・６
年
の
部

②
水
上
柊
真
③
関
口
美
朱

※
す
べ
て
緑
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

一
般
男
子
の
部

②
別
所
怜
（
洲
本
高
校
）

一
般
女
子
の
部

①
河
村
心
優
（
福
良
剣
友
会
）

②
前
田
凰
来
（
洲
本
高
校
）

③
居
神
音
羽
（
洲
本
高
校
）

第
18
回
南
あ
わ
じ
ラ
ン
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
２
月
８
日
・
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
）

フ
ァ
ン
ラ
ン
２・４
㎞

【
小
学
６
年
生
男
子
】　

①
蜂
須
賀
健
太

【
小
学
５
年
生
男
子
】　

②
早
川
瑛
陽
③
早
川
朝
陽

【
小
学
４
年
生
男
子
】　

①
喜
田
利
志
②
迫
田
一
輝

【
小
学
４
年
生
女
子
】

①
髙
橋
明
里

フ
ァ
ン
ラ
ン
１・２
㎞

【
一
般
男
子
】

②
樫
野
良
治
③
亀
岡
大
樹

【
小
学
４
～
６
年
生
女
子
】

③
西
山
暖
乃

【
小
学
３
年
生
男
子
】

①
福
原
怜
空
②
萬
勇
成

③
山
口
伊
織

【
小
学
２
年
生
女
子
】

①
堤
陽
奈
子
②
新
宅
心
羽

③
廣
地
一
華

【
小
学
１
年
生
男
子
】

①
岡
田
旺
②
奈
良
優
杜

③
藤
川
蓮

【
小
学
１
年
生
女
子
】

①
山
口
絹
③
稲
井
瑛
麻

フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア
１・２
㎞

②
関
口
美
帆
・
関
口
葵
子

③
平
山
慶
一
郎
・
平
山
千
遥

60
分
タ
ス
キ
リ
レ
ー

【
小
学
生
男
子
】
①
湊
小
学
校

【
小
学
生
混
合
】　

①
淡
路
陸
上
教
室

③
こ
ど
ち
ゃ
ん
と
中
幸
連
中

【
一
般
男
子
】

①
杉
岡
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

【
一
般
女
子
】　

①
南
淡
中
学
校
陸
上
部

【
一
般
混
合
】
①
淡
路
陸
上
教
室

第
19
回
南
あ
わ
じ
市
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

（
２
月
15
日
・
賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

賀
集
小
学
校
）

１
部
①
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
レ
ガ
ー
レ
Ｖ
Ｃ

②
賀
集
Ａ
③
八
木
Ｊ
Ｖ
Ｃ

③
広
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
‐
Ａ

２
部
①
賀
集
Ｂ
②
神
代
Ｊ
Ｖ
Ｃ

第
18
回
南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会

（
２
月
15
日
・
市
地
区
公
民
館
）

Ａ
級
①
森
川
勝
次
（
阿
万
）

②
前
川
和
也
（
榎
列
）

③
武
市
重
之
（
市
）

Ｂ
級
①
米
田
佳
実
（
志
知
）

②
前
川
隆
彦
（
神
代
）

③
坂
本
秀
夫
（
福
良
）

Ｃ
級
①
野
田
博
（
伊
加
利
）

②
中
山
ア
イ
（
湊
）

③
溝
渕
勝
己
（
倭
文
）

※
大
会
結
果
は
、
市
大
会
規
模
以

上
を
対
象
。
大
会
主
催
者
お
よ

び
関
係
者
か
ら
の
情
報
提
供

に
基
づ
き
作
成

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

　
更
生
保
護
活
動
に
貢
献

　

高
木
　
律
子 （
市
）

　
消
費
者
協
会
活
動
に
貢
献

　

居
神
　
廣
子 （
福
良
）

　

山
田
　
恵
子 （
榎
列
）

み
ど
り
の
賞

　

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
県
土

　

づ
く
り
の
推
進
に
貢
献

　

齋
藤
　
儀
喜 （
倭
文
）

　

西
山
　
て
る
子 （
北
阿
万
）

　

前
田
　
厚
子 （
伊
加
利
）

兵
庫
県
教
育
功
労
者
表
彰

　

令
和
７
年
度
神
代
小
学
校
長

　

大
住
　
武
義

　

令
和
7
年
度
市
小
学
校
長

　

木
場
　
大
輔

　

令
和
７
年
度
北
阿
万
小
学
校
長

　

堀
川
　
義
民

受
賞
受
賞おめ

で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

写真：３月７日開催 地域の担い手大交流会写真：３月７日開催 地域の担い手大交流会

寄付ありがとうございます寄付ありがとうございます

　南あわじチャリティーサウンドフェスティ
バル実行委員より、金 169,946 円を寄付いた
だきました。福祉のため有効に活用させてい
ただきます。

若者・青年層の地域活動参加を応援する若者・青年層の地域活動参加を応援する

地域の担い手づくり事業地域の担い手づくり事業 問市民協働課問市民協働課
　☎ 43-5244　☎ 43-5244

　　３月７日に賀集地区公民館で、地域の担い手づくり事業３月７日に賀集地区公民館で、地域の担い手づくり事業
に取り組む８団体15人が参加する「地域の担い手大交流会」に取り組む８団体15人が参加する「地域の担い手大交流会」
を開催しました。意見交換内容は、「開催したイベントで工を開催しました。意見交換内容は、「開催したイベントで工
夫した点や困った点、地域の反応」、「市の取り組みや縮充夫した点や困った点、地域の反応」、「市の取り組みや縮充
に関するアドバイザーの話題提供、大交流会について」。大に関するアドバイザーの話題提供、大交流会について」。大
交流会には市長・副市長も参加し、兵庫県地域再生アドバ交流会には市長・副市長も参加し、兵庫県地域再生アドバ
イザー「松原永季氏」の進行のもと、活発な意見交換や地イザー「松原永季氏」の進行のもと、活発な意見交換や地
域を超えた交流が行われました。域を超えた交流が行われました。

地域の担い手大交流会開催地域の担い手大交流会開催

関連する補助金のお知らせ関連する補助金のお知らせ

　　将来の地域活動を支える人材の発掘を目的として、令将来の地域活動を支える人材の発掘を目的として、令
和５年度から開始し、これまで延べ 63 団体が本事業を和５年度から開始し、これまで延べ 63 団体が本事業を
活用し、市内の地域活性化に取り組んでいます。活用し、市内の地域活性化に取り組んでいます。

●住民交流住民交流
　　納涼祭、音楽祭、文化祭、ハロウィンイベント、納涼祭、音楽祭、文化祭、ハロウィンイベント、
　スポーツ体験イベント ､ 子ども食堂、婚活イベント　スポーツ体験イベント ､ 子ども食堂、婚活イベント
●地域振興地域振興
　　マルシェイベント、特産品 PR、水族館事業、空き家活用マルシェイベント、特産品 PR、水族館事業、空き家活用
●伝統文化伝統文化
　祭礼行事（神輿・だんじりなど）体験イベント　祭礼行事（神輿・だんじりなど）体験イベント

これまでの取組事例これまでの取組事例

地域の担い手づくり事業とは？地域の担い手づくり事業とは？

令和８年度応募について令和８年度応募について

地域資源を生かし、地域団体が他団体と協働して実施す地域資源を生かし、地域団体が他団体と協働して実施す
る先駆的、モデル的で、地域社会の共同利益の実現を図る先駆的、モデル的で、地域社会の共同利益の実現を図
る取り組みを補助します。る取り組みを補助します。
補助金額　30 万円以内補助金額　30 万円以内
申請期限　５月 11 日（月）申請期限　５月 11 日（月）
問淡路県民局交流渦潮課☎ 26-2085問淡路県民局交流渦潮課☎ 26-2085

■地域づくり活動応援事業地域づくり活動応援事業

淡路島の地域活性化を図ることを目的とした、まちおこ淡路島の地域活性化を図ることを目的とした、まちおこ
し、地域交流、文化・芸術または「国生みの島」をテーし、地域交流、文化・芸術または「国生みの島」をテー
マとした事業を実施しようとする団体に助成します。マとした事業を実施しようとする団体に助成します。
助成金額　20 万円以内助成金額　20 万円以内
申請期限　12 月 28 日（月）※予算がなくなり次第終了申請期限　12 月 28 日（月）※予算がなくなり次第終了
問 ( 一財 ) 淡路島くにうみ協会☎ 24-2001問 ( 一財 ) 淡路島くにうみ協会☎ 24-2001

■地域活性化助成地域活性化助成事業事業

対象団体　市内在住の 40 歳代以下３人以上が主体と対象団体　市内在住の 40 歳代以下３人以上が主体と
　　　　　なったグループ　　　　　なったグループ
※※市内 21 地区にある地域づくり協議会に、担い手部会市内 21 地区にある地域づくり協議会に、担い手部会

が未設置の地域において、地域づくり事業に取り組むが未設置の地域において、地域づくり事業に取り組む
グループグループ

対象事業　地域づくり事業対象事業　地域づくり事業
　（ただし、地域づくり協議会が同意したものに限る）　（ただし、地域づくり協議会が同意したものに限る）
補助金額　１地区１団体１事業につき補助金額　１地区１団体１事業につき
　　　　　上限 10 万円　　　　　上限 10 万円を補助しますを補助します
※制度概要や応募書類は市ホームページを※制度概要や応募書類は市ホームページを
　ご覧ください　ご覧ください
※応募前に※応募前に必ず事前相談必ず事前相談を行ってくださいを行ってください 市ホームページ
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公
務
員
合
同
職
業
説
明
会

▽
日
時　

４
月
26
日（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
役
所

　

第
２
別
館

▽
参
加
機
関　

南
あ
わ
じ
市
役

所
、洲
本
市
役
所
、淡
路
市
役

所
、淡
路
広
域
水
道
企
業
団
、

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
、兵

庫
県
警
察
、洲
本
税
務
署
、海

上
保
安
庁
、神
戸
拘
置
所（
刑

務
官
）、防
衛
省
自
衛
隊

※
参
加
無
料
、入
退
室
自
由
、服
装

自
由
、予
約
不
要

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　
☎
24
・
２
４
４
９

モ
ル
ッ
ク・囲
碁
ボ
ー
ル
体
験
会

▽
日
時　

５
月
17
日（
日
）

　

午
前
９
時
～

▽
場
所　

松
帆
地
区
公
民
館

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を

４
月
17
日（
金
）か
ら
５
月
８
日

（
金
）ま
で
に
、松
帆
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
に
提
出

※
１
チ
ー
ム
２
人
以
上
４
人
以
内

（
年
齢
不
問
・
男
女
混
合
も

可
）

※
参
加
費
無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

松
帆
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
36
・
２
１
３
７

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
。
家
族

や
グ
ル
ー
プ
で
参
加
し
、
松
原

内
の
指
定
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な

が
ら
、
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。
ス
タ
ン

プ
を
す
べ
て
そ
ろ
え
て
ゴ
ー
ル
し

た
チ
ー
ム
に
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル「
ぷ

く
ぷ
く
シ
ー
ル
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▽
日
時　

４
月
25
日（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時（
随
時
受
付
）

※
お
好
き
な
時
間
に
参
加
可

※
雨
天
時
は
、
４
月
26
日（
日
）に

順
延
予
定

▽
参
加
費　

無
料

※
詳
し
く
は
、
慶
野

松
原
根
上
が
り
隊

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

淡
路
花
祭
２
０
２
６
春

　

島
内
各
施
設
で
、春
の
花
々
を

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
は
、チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
花
壇
や
シ
バ
ザ
ク
ラ
、ネ
モ
フ
ィ

ラ
畑
が
楽
し
め
る
ほ
か
、イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

▽
期
間　

５
月
24
日（
日
）ま
で

※
詳
し
く
は
「
淡
路

花
祭
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

備
、蓄
電
池
の
購
入
費
用
お
よ

び
そ
の
設
置
に
係
る
工
事
費
用

※
単
体
の
導
入
は
補
助
対
象
外

▽
補
助
額　

太
陽
光
発
電
設
備
は

７
万
円
／
ｋ
Ｗ
、上
限
は
５
ｋ

Ｗ（
35
万
円
）。定
置
用
蓄
電
池

は
蓄
電
池
価
格（
工
事
費
込
み
・

税
抜
）の
１
／
３（
上
限
は
14
・

１
万
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
）、上
限
は
５

ｋ
Ｗ
ｈ（
23
・
５
万
円
）、20
ｋ
Ｗ

ｈ
未
満
の
蓄
電
地
に
限
る

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点
で

申
込
受
付
を
終
了
し
ま
す

※
市
税
、県
税
の
未
納
が
な
い
こ
と

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

選
手
派
遣
補
助
金

▽
対
象
事
業　

地
区
予
選
な
ど
を

経
て
出
場
す
る
全
国
ま
た
は
近

畿
以
上
の
大
会

※
選
手
が
小
学
生
の
大
会
ま
た
は

兵
庫
県
中
学
校
体
育
連
盟
が
主

催
す
る
大
会
は
県
大
会
も
対
象

▽
対
象
経
費　

交
通
費
の
み

※
補
助
額
は
市
の
条
例
に
よ
り
算

出
し
た
額
ま
た
は
実
費
額
の
い

ず
れ
か
低
い
方
の
２
分
の
１

※
１
人
当
た
り
の
補
助
限
度
額
は

次
の
と
お
り
。団
体
の
場
合
、上

限
は
20
人

❶
全
国
大
会　

２
万
５
千
円

▽
定
員　

６
人（
要
予
約
）

※
受
付
は
４
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す

◆
ヨ
ガ
教
室（
要
予
約
）

▽
対
象
者　

中
学
生
以
上

▽
受
講
料　
４
０
０
０
円（
全
８
回
）

▽
定
員　

40
人

▽
日
時　

❶
４
月
９
日
❷
４
月
16

日
❸
４
月
23
日
❹
５
月
14
日
❺

５
月
21
日
❻
６
月
４
日
❼
６
月

11
日
❽
６
月
18
日

※
す
べ
て
木
曜
日
、午
後
７
時
30
分
～

▽
持
ち
物　
ヨ
ガ
マッ
ト

※
受
付
は
４
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

消
防
体
験
学
習

　

宿
泊
型
の
体
験
学
習
で
、
消
火

や
救
急
な
ど
の
仕
事
を
体
験
し
、

防
災
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
を
見
据
え
、
災
害

時
に
命
を
守
る
行
動
と
意
識
を
育

み
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
５
・
６
年
生

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
１
８
１
９

慶
野
松
原
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

▽
内
容
　
慶
野
松
原
案
内
所
オ
ー

プ
ン
１
周
年
を
記
念
し
て
、
ウ

22222323

▽
申
込
締
切　

４
月
21
日（
火
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は
、
各

地
区
公
民
館
に

備
え
付
け
の
チ

ラ
シ
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

申
込
フ
ォ
ー
ム

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
課
☎
43
・
５
０
３
８

令
和
８
年
度
南
あ
わ
じ
市
シ

ニ
ア
大
学
う
ず
し
お
学
園

学
園
生
募
集

▽
入
学
資
格　

市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
人

▽
期
間　

５
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
毎
月
第
３
土
曜
日

※
月
に
よ
っ
て
変
更
あ
り

▽
場
所　

市
地
区
公
民
館

▽
内
容　

一
般
教
養
講
座
（
年
９

回
）、
ク
ラ
ブ
活
動
、
研
修
旅
行

▽
受
講
料　

年
間
４
０
０
０
円

▽
申
込
先　

生
涯
学
習
課

▽
申
込
締
切　

４
月
10
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
た

は
各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
課
☎
43
・
５
０
３
８

市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
富
田
住
宅（
神
代
）　
１
戸
、Ｄ

棟
３
０
２
号
、３
Ｄ
Ｋ（
単
身
不

可
）、平
成
８
年
度
建
築
。

　

家
賃
月
額　

２
万
６
０
０
円
～

４
万
６
０
０
円（
共
益
費
別
途
）

◇
受
付
期
間

　

４
月
15
日（
水
）ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

４
月
27
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
、市
役
所
本
館
１
階

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

令
和
８
年
度
公
民
館
講
座（
市

民
講
座
）受
講
生
募
集

▽
申
込
方
法　

❶
申
込
フ
ォ
ー
ム

❷
申
込
書
を
生
涯
学
習
課
ま
た

は
各
地
区
公
民
館
に
提
出（
電
話・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

下
水
道
区
域
「
松
帆
・
湊
地
区
」

で
拡
大
～
早
期
接
続
に
奨
励
金
～

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、湊
・

松
帆
西
路
の
一
部
区
域
で
、
下
水

道
が
利
用
で
き
ま
す
。

◆
下
水
道
受
益
者
負
担
金

　

公
共
ま
す
を
設
置
し
た
家
庭

に
、令
和
８
年
７
月
頃
に
下
水
道

受
益
者
負
担
金
を
別
途
ご
案
内
し

ま
す
。８
月
末
ま
で
に
一
括
納
付

の
場
合
は
、報
奨
金
と
し
て
負
担

額
の
20
％
に
相
当
す
る
金
額
を
差

し
引
い
た
額
で
納
付
で
き
ま
す
。

（
例
）・・・
一
般
家
庭
で
15
万
円
の

と
こ
ろ
12
万
円

◆
早
期
接
続
に
奨
励
金
交
付

　

下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
宅
内

工
事
完
了
が

・
１
年
以
内 

３
万
２
４
０
円

・
２
年
以
内 

１
万
５
１
２
０
円

・
３
年
以
内 

７
５
６
０
円

※
下
水
道
整
備
が
完
了
し
た
地
域

に
お
住
ま
い
の
人
は
、早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま
す

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

「
県
民
緑
税
」の
実
施
期
間
延
長

　

兵
庫
県
で
は
、
県
民
共
通
の
財

産
で
あ
る「
緑
」の
保
全
・
再
生
を

社
会
全
体
で
支
え
、
県
民
総
参
加

で
取
り
組
む
た
め
、
平
成
18
年
度

か
ら
導
入
し
て
い
る
「
県
民
緑
税
」

（
県
民
税
均
等
割
の
超
過
課
税
）

の
実
施
期
間
を
令
和
12
年
度
ま
で

５
年
間
延
長
し
ま
す
。

▽
税
率（
年
額
）　

個
人 

８
０
０
円

　

法
人 

２
千
円
～
８
万
円

▽
活
用
事
業　

災
害
に
強
い
森
づ

く
り
、県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助

　
自
治
会
等
の
地
域
団
体
が
行
う

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

上
限
８
万
円

▽
応
募
締
切　

７
月
31
日（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

消
防
団
員
の
免
許
取
得
費
用

を
補
助
し
ま
す

▽
対
象
免
許
・
資
格　

　

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許（
普

通
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
経

費
は
対
象
外
）、中
型
・
大
型
・
大

型
特
殊
・け
ん
引
自
動
車
運
転
免

許
、Ａ
Ｔ
限
定
解
除
、車
両
系
建

設
機
械
の
運
転
技
能
講
習
、小
型

車
両
系
建
設
機
械
の
運
転
特
別

教
育（
整
地
、運
搬
、積
込
用
お
よ

び
掘
削
用
、解
体
用
）

▽
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

❷
近
畿
大
会
他　

１
万
円

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

日
本
赤
十
字
社
へ
の
活
動
資
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
が
行
う
災
害

救
護
・
医
療
救
護
活
動
に
つ
い
て
、

例
年
、
各
自
治
会
に
は
、
４
月
下

旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
治
会
に

加
入
し
て
い
な
い
人
で
も
、
随
時

活
動
資
金
を
納
入
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
納
入
方
法　

福
祉
課
窓
口
へ
資

金
を
持
参
ま
た
は
指
定
口
座
に

お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

※
振
込
み
の
場
合
は
、事
前
に
福
祉

課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

文
化
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
４
月
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
程　

❶
８
日（
水
）午
後
７
時

❷
11
日（
土
）午
前
11
時
と
午
後

２
時
❸
22
日（
水
）午
後
７
時

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円（
市
内
）

募
　
集

（
上
限
15
万
円
）

※
免
許
取
得
前
に
申
請
が
必
要

※
補
助
対
象
と
な
る
資
格
等
の
取
得

日
か
ら
５
年
以
上
団
員
と
し
て
活

動
継
続
を
誓
約
す
る
こ
と
が
条
件

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
受
付

　
年
間
５
０
０
０
円
の
少
額
負
担
で
、

あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
が
対
象
で
す
。

▽
日
時　

４
月
10
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

自
家
消
費
型
住
宅
用
太
陽
光
発

電
設
備
等
補
助
事
業
の
ご
案
内

▽
対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人
❶
市
内
で
自
ら
居
住
す

る
新
築
・
既
築
住
宅
に
太
陽
光

発
電
設
備
（
自
家
消
費
型
）
お

よ
び
蓄
電
池
を
一
体
的
に
導
入

す
る
人
❷
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
電
気
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
Ｆ
Ｉ

Ｔ
制
度
ま
た
は
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
の

認
定
を
取
得
し
な
い
人
❸
発
電

し
た
電
力
量
の
30
％
以
上
を
補

助
事
業
に
係
る
住
宅
の
敷
地
内

で
自
ら
消
費
す
る
人　

な
ど

▽
対
象
経
費　

太
陽
光
発
電
設

お
知
ら
せ

市ホームページ申込フォーム

催
　
し
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セ
ン
タ
ー（
ど
ん
ぐ
り
の
里
内
）

☎
36
・
５
６
３
０

▽
三
原
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
太
陽
の
家（
太
陽
の
家
内
）

☎
43
・
３
８
０
３

▽
南
淡
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
や
す
ら
ぎ（
す
い
せ
ん
ホ
ー

ム
内
）

　

☎
53
・
０
０
３
０

※
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

４
月
か
ら
５
カ
所
か
ら
４
カ

所
に
な
り
ま
す

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課　

　

☎
43
・
５
２
３
７

高
齢
者
の
相
談
窓
口

　

介
護
や
認
知
症
、日
常
生
活

の
困
り
ご
と
な
ど
、高
齢
者
や

ご
家
族
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

▽
南
あ
わ
じ
市
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課

　

☎
43
・
５
２
３
７

▽
緑
風
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緑
風
館
内
）

　

☎
45
・
１
７
１
８

▽
ど
ん
ぐ
り
の
里
在
宅
介
護
支
援

ー
デ
ニ
ン
グ

▽
日
時　

４
月
26
日（
日
）

　

①
午
後
１
時
30
分
②
午
後
２
時

30
分

▽
講
師　

岡
本
久
子 

氏

▽
材
料
費　

１
１
０
０
円

▽
持
参
品　

土
を
入
れ
た
鉢
（
直

径
30
㌢
）、
ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
、

新
聞
紙
１
日
分

▽
定
員　

各
15
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　

働
く
婦
人
の
家
☎
43
・２
３
２
６

※
申
し
込
み
は
先
着
順
で
、定
員

に
達
し
次
第
受
付
終
了

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日
で
す

滝
川
記
念
美
術
館 

玉
青
館

◆
春
季
特
別
展「
珉
平
焼
か
ら
タ
イ
ル

へ
‒
南
あ
わ
じ
の
近
代
化
遺
産
‐
」

▽
内
容　

江
戸
時
代
後
期
に
伊
賀

野
村
で
開
窯
し
た
珉
平
焼
の
成

立
か
ら
日
本
初
の
本
格
的
タ
イ

ル
生
産
の
発
展
ま
で
を
南
あ
わ

じ
の
重
要
な
近
代
化
遺
産
と
し

て
位
置
づ
け
、そ
の
歴
史
と
と

も
に
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
作

品
や
製
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

６
月
７
日（
日
）ま
で

◆「
Ｒ
ｉ
ｄｅ 

ｔ
ｈｅ 

Ｔｒａ
ｉｎ

～
思
い
出
の
淡
路
鉄
道
～
」

▽
内
容　
か
つ
て
、島
民
の
生
活
を

支
え
た
淡
路
鉄
道
。大
正
11
年

の
開
業
か
ら
昭
和
41
年
の
廃
線

ま
で
の
足
跡
や
当
時
の
駅
舎
の

姿
と
現
在
の
様
子
を
写
真
パ
ネ

あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

２
０
２
６
開
催

▽
開
催
日

　

４
月
11
日（
土
） 

、12
日（
日
）

▽
見
学
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
各
ガ
ー
デ
ン
の
詳
細
を
掲
載
し

た
マ
ッ
プ
は
島
内
の
市
役
所
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

問
同
実
行
委
員
会（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

里
山
基
地
の
活
動（
要
申
込
）

「
竹
や
ぶ
で
春
を
み
～
つ
け
た
‼
」

▽
日
程　

４
月
19
日（
日
）

▽
内
容　

た
け
の
こ
掘
り
、
ク
ッ

キ
ン
グ
（
ち
ら
し
寿
司
）

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

市
民
無
料
法
律
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容　

市
顧
問
弁
護
士
に
よ
る

相
談（
１
人
20
分
）

▽
日
時　

４
月
14
日（
火
）、23
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
場
所　

市
役
所
本
館

▽
定
員　

先
着
９
人

※
限
ら
れ
た
時
間
で
、法
的
問
題

の
処
理
方
法
に
つ
い
て
、考
え
方

や
解
決
方
法
等
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
も
の
で
す（
書
類
の
作
成
や

調
査
、事
務
処
理
な
ど
を
行
う

24242525

働
く
婦
人
の
家
講
座

❶
大
人
の
た
め
の
笑
い
ヨ
ガ
講
座

～
心
も
体
も
軽
く
な
る
90
分
～

（
要
予
約
・
無
料
）

　

笑
い
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ヨ
ガ
の

呼
吸
を
組
み
合
わ
せ
た
健
康
法
で

す
。運
動
が
苦
手
な
人
も
、最
近
笑
っ

て
い
な
い
と
感
じ
る
人
も
、一
緒
に

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シュ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

４
月
18
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
講
師　

大
住
リ
カ 

氏

　
（
笑
い
ヨ
ガ
リ
ー
ダ
ー
）

▽
持
参
品　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、

動
き
や
す
い
服
装

▽
定
員　

15
人

❷
骨
盤
底
筋
健
康
ケ
ア
講
座（
要

予
約
・
無
料
）

　

一
生
歩
け
る
体
づ
く
り
を
目
指

し
、日
常
生
活
の
中
で
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
効
果
的
な
セ
ル
フ
ケ

ア
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
26
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
講
師　

保
居
貴
美
恵 

氏

　
（
あ
す
か
整
骨
院
柔
道
整
復
師
）

▽
持
参
品　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
長
さ

80
㌢
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ

▽
定
員　

15
人

❸
春
の
寄
せ
植
え
講
座（
要
予
約
）

▽
内
容　

季
節
を
楽
し
む
ミ
ニ
ガ

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
を
お

受
け
す
る
た
め
、市
行
政
に
対
す

る
相
談
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

教
育
相
談（
予
約
制
）

▽
日
時　

４
月
13
日（
月
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
淡
路
教
育
事
務
所
☎
22・４
１
５
２

「
空
き
家
バ
ン
ク
」の
休
日
相
談

（
要
予
約
）

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

４
月
18
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

▽
申
込
締
切　

４
月
14
日（
火
）

　

午
後
５
時

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可
。平
日
相
談
可

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
予
約
制
）

▽
内
容　

建
築
士
事
務
所
協
会
員

に
よ
る
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
無
料
相
談

▽
日
時　

４
月
22
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
兵
庫
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　

淡
路
支
部（
長
次
設
計
）

　
☎
22
・
１
９
７
６

ル
と
資
料
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
間　

６
月
７
日（
日
）ま
で

◆
４
月
の
休
館
日　
６
日
、13
日
、

20
日
、27
日

※
す
べ
て
月
曜
日

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
絵え

ほ
ん
た
い
こ
う
き

本
太
功
記 

尼あ
ま
が
さ
き

ヶ
崎
の
段
」

▽
内
容　

だ
ん
じ
り
唄「
太
十
」に
も

なっ
た
光
秀・十
次
郎
な
ど
を
展
示

◆
第
34
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
10
日（
日
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

淡
路
人
形
座（
４
月
公
演
案
内
）

◆
上
演
内
容

◇
２
日（
木
）～
29
日（
水
・
祝
）

　

午
前
10
時
、午
後
３
時

　
「
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」・「
人

形
解
説
」・「
戎
舞
」

◇
２
日（
木
）～
24
日（
金
）

　

午
前
11
時
10
分
、午
後
１
時
30
分

　
「
傾け

い
せ
い城

阿あ

わ波
の
鳴な

る

門と 

順じ
ゅ
ん
れ
い礼

歌う
た

の

段
」

◇
25
日（
土
）～
29
日（
水
・
祝
）

　

午
前
11
時
10
分
、午
後
１
時
30
分

　
「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」

※
上
演
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い

◆
４
月
の
休
館
日

　

１
日（
水
）、８
日（
水
）、10
日

（
金
）午
後
、15
日（
水
）、22
日

（
水
）、30
日（
木
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

第
５
回
南
あ
わ
じ
市
レ
デ
ィ
ー

ス
ゴ
ル
フ
大
会

▽
日
程　

５
月
９
日（
土
）

▽
場
所　

洲
本
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▽
対
象　

市
内
在
住
在
勤
の
女
性

▽
費
用　

協
会
費
１
５
０
０
円
、

プ
レ
ー
フ
ィ
１
万
４
０
３
０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

南
あ
わ
じ
市
ゴ
ル
フ
協
会（
堤
）

　
☎
０
９
０
・
８
６
５
８
・
２
１
３
５

第
２
６
３
回
神
代
天
体
観
測
会

「
月
面
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

４
月
26
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。悪
天
候
時
は
神

代
地
区
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

（
木
田
）

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

永
田
政
経
塾（
第
７
回
）

▽
内
容　

淡
路
島
ゆ
か
り
の
先
覚

者
に
学
ぶ
❶
田
中
正
平
博
士
物

語（
純
正
調
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
）

❷
増
田
千
代
松（
日
本
画
）

▽
日
時　

４
月
19
日（
日
）

　

午
後
１
時
～

▽
場
所　

永
田
邸（
倭
文
長
田
）

問
樋
口
季
一
郎
研
究
会（
出
田
）

　
☎
０
９
０
・
１
１
５
７・
２
９
９
１

催
　
し

障
が
い
者
等
の
お
仕
事
相
談

▽
巡
回
相
談
日　

４
月
22
日（
水
）

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分（
予
約
優
先
）

▽
場
所　

市
役
所
本
館

問
森
の
た
ね
（
森
の
木
フ
ァ
ー
ム
内
）

☎
53
・
０
１
８
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
に
よ
る

巡
回
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容　

職
業
相
談
お
よ
び
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

４
月
14
日（
火
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

▽
定
員　

先
着
３
人

問
福
祉
課 

☎
43
・
５
２
１
６

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

（
予
約
制
・
相
談
無
料
）

▽
内
容　

仕
事
や
起
業
、資
格
取

得
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
希
望
す
る
女
性
に
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
９
日（
木
）、16
日

（
木
）、23
日（
木
）、30
日（
木
）

※
相
談
時
間
は
各
日
、次
の
と
お
り

　

❶
午
前
10
時
～
❷
午
前
11
時
～

❸
正
午
～

▽
場
所　

兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー・イ
ー
ブ
ン

▽
相
談
員　

髙
見
香
織
さ
ん（
特

定
社
会
保
険
労
務
士
、キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
込
み　

予
約
専
用
番
号

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
４

※
電
話
相
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

※
一
時
保
育
あ
り

※
参
加
は
年
度
内
に
１
回
の
み

問
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
イ
ー
ブ
ン
）

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
０

若
者
就
労
相
談（
予
約
制
）

▽
対
象　

現
在
、仕
事
に
就
い
て
い

な
い
15
歳
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事

に
悩
み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時　

４
月
22
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　
☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

司
法
書
士
会
に
よ
る

無
料
相
談
会（
完
全
予
約
制
）

▽
内
容　

無
料
登
記
、成
年
後
見
、

法
律
相
談（
１
人
30
分
以
内
）

▽
日
時　

４
月
15
日（
水
）

　

午
後
６
時
～
９
時

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
予
約
・
問
合
せ

　

山
下
富
弘
司
法
書
士
事
務
所

　

☎
23
・
９
１
７
１

相
　
談

　
「
定
期
縛
り
な
し
」の
表
示
が
さ

れ
た
商
品
を
１
回
限
り
だ
と
思
い

注
文
し
た
と
こ
ろ
、実
際
に
は
解

約
す
る
ま
で
定
期
的
に
商
品
が
届

く「
定
期
購
入
」で
あ
り
、初
回
で

解
約
し
よ
う
と
す
る
と
、定
価
と
の

差
額
を
違
約
金
と
し
て
請
求
さ
れ

た
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
は
注

文
前
に「
最
終
確
認
画
面
」で
、商

品
の
内
容
や
取
引
条
件
・
解
約
条

件
な
ど
を
最
後
ま
で
慎
重
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。証
拠
と
し
て「
最

終
確
認
画
面
」を
保
存
し
て
お
く

と
、解
決
に
役
立
ち
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
内
容　

契
約
な
ど
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日

※
土
日
祝
日
は
休
業

　

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１

時
～
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　

☎
43
・
５
０
９
９

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の

　
　
　
定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！
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※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前５時 30 分
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の
洲本市応急診療所において開設。予約不要。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療（対象は中学生まで）

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専門
　以外の診療はできな
　い場合があります

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

※詳しくは、健康課（☎43-5218）まで

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

26 日 13:30 ～ 16:00 いちばん星
（市福永572）

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所

27 月 13:30 ～ 15:00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

1 水 14:00 ～ 16:00 いちばん星
（市福永572）

※詳しくは、地域包括支援室（☎43-5237）まで

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所

８ 水 14:00 ～ 15:00 市地区公民館

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
物忘れチェック、物忘れ相談なども実施しています
日 曜日 受付時間 場所

７ 火 14:00 ～ 15:30 くつろぎプラザシーパ
(湊110)

24 金 14:00 ～ 15:30 いちばん星
（市福永572）

　４　４月の健康カレンダー

救急安心センターひょうご「#7119」

救急医療電話相談ダイヤル。24 時間 365 日対応。

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

５日（日） 橋 田 友 孝 医師 細 川 裕 平 医師

12日（日） 橋 田 恵 佑 医師 友清龍一郎 医師

19日（日） 穀 内 勇 夫 医師 西 口　 弘 医師

26日（日） 畑 田 卓 也 医師 橋 田 友 孝 医師

29日（火） 西 口　 弘 医師 日 笠 久 美 医師

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

● 献血
日 曜日 受付時間 場所

22 水
10:00 ～ 12:45

あわじ島農業協同組合　本所
14:00 ～ 16:00

29 水・祝 11:30 ～ 15:45 三原ショッピングプラザ・パルティ

● 「からだ」と「こころ」の健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、
栄養相談、血圧測定、
こころの相談など

20 月  ９:00 ～ 11:00
13:00 ～ 14:30

市役所
本館 1 階

※こころの相談は、予約制です

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで
※受付時間等は対象者に案内します

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ７年12月生） 22 水 南あわじ市
保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ７年11月生） 24 金 子育て学習・

支援センター
育児相談 （Ｒ７年9月生） 16 木

南あわじ市
保健センター

10カ月児健康診査 （Ｒ７年6月生） 17 金
 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ６年9月生） 8 水
２歳児育児相談・歯科健診 （Ｒ５年9月生） 15 水
３歳児健康診査 （Ｒ４年11月生） 7 火
就学前５歳児健康診査（Ｒ３年4月生） 14 火
遊びの教室（予約制） 2 木

● はじめまして パパ＆ママ講座　※要申込
妊婦とその家族を対象とした講座

内容 日 曜日 場所
歯の磨き方、食生活、赤ちゃんのお風
呂の入れ方、パパの妊婦体験、メンタ
ルヘルスなど

18 土 南あわじ市
保健センター

年に１回、健康チェック 問健康課☎43-5218

  町ぐるみ健診
健診内容　
　健康診査（19~39 歳）、特定健康診査（40~74 歳）、

後期高齢者健康診査、がん検診（肺、胃、大腸、口腔、
前立腺、子宮頸、乳房）、その他検診（結核、骨粗しょ
う症、肝炎、胃 ABC、腫瘍マーカー、NT‐pro‐
BNP）など

※乳がん検診は申込不要。対象者には別途通知します

健診日程と健診場所　※日曜日以外
６月 24 日 ( 水 ) ～ 30 日 ( 火 )【湊地区公民館】
７月   ２日 ( 木 ) ～ 10 日 ( 金 )【福良地区公民館】

    　　22 日 ( 水 ) ～ 30 日 ( 木 )【市地区公民館】
８月 19 日 ( 水 ) ～ 22 日 ( 土 )【保健センター】
９月 17 日 ( 木 ) ～ 19 日 ( 土 )【市地区公民館】

申込から健診までの流れ
①４月初旬＝各世帯に送られてきた申込書に記入し、同

封の返信用封筒でご返送ください。
※４月 17 日 ( 金 ) まで、申込書に同封されたチラシに

記載の二次元コードからもお申し込みいただけます
※受診しない人も申込書を返送してください
②６月以降＝申込者へ健診受診票等郵送
③６月下旬～９月＝健診

申込締切　
　４月 17 日（金）
※要申込、日時指定制、締切日以降も申込可

  人間ドック受診助成
◆ 受診前に健康課への申込みが必要です
対象者　次の❶～❻の要件をすべて満たす人
❶申請時に、継続して１年以上市内に居住している
❷人間ドック受診日の年度末に満 40 歳以上
❸加入する医療保険に人間ドックの助成制度がない
❹人間ドック受診日と同じ年度の町ぐるみ健診を受　

診しない
❺人間ドックの結果、保健指導が必要となる場合は　

指導を受ける事に同意する
❻本人および同一世帯の人が市税・後期高齢者医療　

保険料・介護保険料を滞納していない

必須検査項目　
　特定健診および肺がん（南あわじ市国民健康保険・後

期高齢者医療保険の加入者のみ）/ 胃がん・大腸がん
/ 乳がん・子宮頸がん検診（年度末で偶数年齢の人のみ）

助成額　
　南あわじ市国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入

者１万円、その他の医療保険の加入者 5,000 円
※年度末で偶数年齢で、乳がん検診受診者は 4,500 円

加算、子宮頸がん検診受診者は 2,500 円加算
必要書類　※次のいずれか一点（写し）
　資格確認書、資格情報のお知らせ

◆対象者には、４月中に通知を送付します。
対象者　
❶令和８年度内に65歳を迎える人
❷令和８年度内に70、75、80、85、90、95、100歳を

迎える人（100歳以上の人も対象）
❸60～64歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫　

機能の障害があり日常生活がほとんど不可能な人
　※過去に市の助成で接種済みの人は対象外

  帯状疱疹の予防接種
◆対象者には、予防接種予診票を送付しています。
対象者　
　平成22年度（高校１年）～平成25年度（中学１年）生ま

れの女性

  子宮頸がんワクチン接種

◆対象者には、予診票を送付します。
対象者　
　妊娠 28 週０日から 36 週６日までの妊婦の人
※詳しくは市ホームページをご覧ください

  ＲＳウイルス感染症予防接種

予防接種のお知らせ
問健康課☎43-5218

2727

市ホームページ
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子子育育てて広広場場

2929 2828
※放送時間・内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間
分の番組内容が表示
されます。また、録画機
で簡単予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペ
ージで番組
の見どころ
を確認いた
だけます。

EPG（電子番組表）

問シティプロモーション課
☎43-5201

家庭で楽しむ 学校給食 25家庭で楽しむ 学校給食 25
今月の 「たくあんあえ物」

■ 作り方　
❶たくあん、キャベツは千切り、ほうれんそうは３cm幅に切る。
❷いりごまは半ずりにする。
❸キャベツ、ほうれんそうをゆでて、水気をよく切って、冷まし

ておく。
❹ボウルにたくあんと❸を入れて混ぜ合わせ、最後にいりごま

を加えて全体を和える。

問市立図書館☎53-0234・三原分館☎43-5037

みんなの図書館
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　☎42-7703

ゆめるんセンター　開設時間　平日9：00～16：00
　いつでもお気軽に遊びに来てね。
　※初めての利用は登録が必要です。(登録無料)
　※ゆめるんノート、名札持参(出前ひろばも同様)　

市ホームページ

ひろば名 開設日 場所
みどり ３, ８,10,15,17,22,24 保健センター

せいだん ２, ７, ９,14,16,21,28,30 湊地区公民館
みはら ２, ７, ９,14,16,23,28 働く婦人の家

なんだん ３, ８,10,15,17,24 福良地区公民館

４月の出前ひろば　開設時間10:00～11:30　
※親子でお気軽にお出かけください。どこでも参加できます

ひよこ
　　　　※現在妊娠中の人も含む　

 　R８.4.2 ～
　 R９.4.1生まれ

りす  　R７.4.2 ～ 
 　R８.4.1生まれ

うさぎ  　R６.4.2 ～ 
 　R７.4.1生まれ

ぞう  　R５.4.2 ～ 
 　R６.4.1生まれ

今年度の年齢別ひろばの区分４月の主な催し

◆こどもの読書週間イベント
～「ことばがきみのはねになる」～
・ブックリサイクルフェア（市立） ５月１日(金)～６日(水)
・おりがみ動物園（湊）４月29日(水・祝)
・あなたも本屋大賞・絵本屋さん大賞に投票（三原）４月23日(木)～
◆ピノキオのおはなし会（市立） 毎週日曜日10:00～
◆よみきかせ会（三原） 第３土曜日15:00～
◆南あわじ図書館Loversの読書会＆読み聞かせ(市立)
　第２土曜日10:00～

図書館からのお知らせ

本の世界へようこそ！

薬の話～その効用と副作用～薬の話～その効用と副作用～
大鐘稔彦 / 著（アートヴィレッジ）

薬は効けば妙薬・神薬と喜ばれますが、重
篤な副作用が出れば毒扱いされます。臨
床医60年の著者（阿那賀診療所長）が自
験例を交えて、その機微を綴った一書で
す。

いろんな教室に行き、いっしょに授業
を楽しみ、給食を食べ、掃除して、校
舎のなかを上へ下へ。小学校の校長
先生の１日を写真で紹介。「はたらく」
ことの意味を考えられる絵本です。

はたらく校長先生～写真絵本はたらく～はたらく校長先生～写真絵本はたらく～
吉田亮人 / 写真、矢萩多聞 / 文（創元社）

蔵書検索

※詳しくは、
　市ホームページを
　ご覧ください

南あわじ市ケーブルテレビからのお知らせ12ｃｈ

３月に行われた南あわじ市議会定例会一
般質問を放送します。よりよい南あわじ
市を目指し、各議員が守本市長の施政方
針や、市政全般にわたって、市民の意見
も反映して質問を行いました。

■６日（月）～12 日（日）８:00 ～、19:00 ～
※放送時間は、電子番組表でご確認ください

　　　　　一口メモ
たくあんには塩味やうま味がしっ
かりあるため、調味料を使わなくて
も全体に味がなじみ、おいしく仕上
がります。

開 館 時 間　9：30～19：00
※日曜日・祝日は全館17時まで日曜日・祝日は全館17時まで
※土曜日は広田・湊地区公民館図書室のみ17時まで
休 館 日　月曜：市立図書館、広田図書室
　　　　　　水曜：三原分館、湊図書室
※祝日の翌日、資料整理日は全館室休館

市立図書館・広田地区公民館図書室

三原分館・湊地区公民館図書室

今
月
の
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

■ 材料（４人分）
　たくあん（大根の漬物）
　キャベツ
　ほうれんそう
　いりごま

60ｇ
120ｇ

40ｇ
４ｇ

コミュニティチャンネルで
ＣＭを放送しませんか？

イメージアップ戦略に！商品のＰＲに！
有料広告放送を、ぜひご活用ください。
詳しくは、お問い合せください。

４月の番組 ピックアップ！４月の番組 ピックアップ！
第139回南あわじ市議会定例会一般質問第139回南あわじ市議会定例会一般質問

写真工房～フォトリエ～募集中 写真工房～フォトリエ～募集中 

今回の募集テーマは「春」。日常生活で
撮影した写真をお待ちしています♪
応募締切　５月11日(月)必着
放送日程　５月18日(月)～24日(日)

※詳しくは、市ホームページ
をご覧ください

行事名 内容
※場所はすべてゆめるんセンター

４月たんじょうかい 日時　27日(月)10：30～ 　
うさぎ・ぞうひろば

こいのぼり会
日時　22日(水)10：30～ 　
定員　20組

りすひろば
こいのぼり会

日時　23日(木)10：30～ 　
定員　20組

ままひろば
アロマハンドクリーム作り

日時　30日(木)10：30～ 　
定員　10組
費用　800円(当日集金)

※各行事は事前申込が必要です。持ち物などの詳細
は、申込時にお問合わせいただくか、市ホームペー
ジをご覧ください。申し込みは先着順、定員に達し
次第受付を終了します

2026年、
市立図書館は
開館30周年を迎えます南あわじしりつとしょかん30さい
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●●人　口 人　口 42,902人（前月比42,902人（前月比--70人）70人）
　 （男） 　 （男） 20,647人（前月比20,647人（前月比--56人）56人）
　 （女） 　 （女） 22,255人（前月比22,255人（前月比--14人）14人）
●●世帯数 世帯数 19,920世帯（前月比19,920世帯（前月比--15世帯）15世帯）
※令和８年３月※令和８年３月１１日現在日現在

令和８年３月９日までの申出分 （敬称略）令和８年３月９日までの申出分 （敬称略）
※掲載を希望する人は、届け出の際に窓口へお申し出ください※掲載を希望する人は、届け出の際に窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

結婚結婚

夫氏名（地区）夫氏名（地区） 妻氏名（地区）妻氏名（地区） 婚姻日婚姻日

松坂　直也（賀　集）

春山祐一郎（潮美台）

大西　翔太（　市　）

松坂　美里（賀　集）

大藤　美紀（潮美台）

榎本　梨菜（尼崎市）

２ 月 14 日

２ 月 22 日

２ 月 23 日

※３月号の正解は『鉄道』 。48通の応募がありました

スマホの困りごと解決をお手伝い
令和８年度のスマホ相談窓口

問総務課業務改善推進室
　☎43-5206 市ホームページ

　令和８年度のスマホ相談窓口は、５月１日(金)か
ら開催します。スマホ利用でお困りの人や、スマ
ホを初めて使いたい人は、ぜひご利用ください。
混雑が予想されますので、お電話でご予約の上、
ご利用ください。
開設日時　毎週 火曜日、金曜日　９:00～17:00
場所　　　市役所１階ロビー
※予約受付は、４月20日(月)から開始します
予約受付専用電話　☎0120-333-658
予約受付時間　9:00～17:00

毎月・月末・平日・３日間
フードドライブ・デイ

　フードドライブとは、ご家庭で使わずに眠って
いる食品や余っている食品を集め、必要とする人
に提供する取り組みです。
日時　４月27日（月）・28日（火）・30日（木）
　　　９:00～16:00
場所　広田地区公民館、湊地区公民館
　　　市地区公民館、福良地区公民館
受付できる食品　お米、乾麺、缶詰・インスタント食
　品・レトルト食品、調味料、お菓子、飲料など
持ち込み方法　公民館に設置している「食品回収Ｂ
　ＯＸ」に食品を入れ、受付表に寄付日を記入して
　ください。
※詳しくは、市ホームページを
　ご覧ください
問市消費者協会事務局（市民協働課内） 
　☎43-5244 市ホームページ

■応募方法（❶～❺すべてにご回答をお願いします）
　❶クイズの答え❷住所❸氏名❹年齢❺広報や南あわじ市
　に対するご感想・ご意見
次のいずれかの方法でご応募ください。

【スマホ】　右の応募フォームから応募

【ハガキ】　〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
　　　　　南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

【メール】　kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載
■応募締切  ４月15日(水)  ※消印有効
　※クイズ正解者の中から抽選で５人にプレゼントが当たります！
　　（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

広報クイズ

　兵庫県は、長引く物価高騰の
影響で逼迫する家計を応援す
るため、スマートフォンを使っ
たプレミアム付デジタル商品券

「●●●●Ｐａｙ＋」の第 5 弾を発行します。
　●●●●に入るひらがな２文字とカタカナ２文
字をお答えください。

（ヒントは広報 15 頁）

死亡死亡

氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日 氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日氏名氏名  年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日

道上　正治

川部すみ子

仲田　敏男

安井　哲夫

中山　和好

榎本　昌良

96

100

91

94

91

85

２ 月 10 日

２ 月 12 日

２ 月 12 日

２ 月 12 日

２ 月 13 日

２ 月 16 日

津 井

賀 集

市

八 木

松 帆

福 良

引田あきこ

仲野　道夫

谷村　嘉子

小松　義宜

阿 部　　 章

田中　利代

83

91

98

89

95

84

２ 月 16 日

２ 月 21 日

２ 月 23 日

３ 月 １ 日

３ 月 ２ 日

３ 月 ３ 日

市

市

神戸市

湊

阿 万

灘

平本みふじ

福岡　久雄

出田　托雄

永楽　安三

谷　　久子

舩越　國彦

103

86

83

86

99

83

３ 月 ５ 日

３ 月 ６ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ７ 日

湊

市

阿 万

福 良

八 木

湊

　美菜恋来屋では出荷者（野菜・果物）を募集して
います。淡路島内外の人に自慢の出荷物を提供して
南あわじ市（淡路島）を共に盛り上
げませんか。
※詳しくはお問い合わせください
問美菜恋来屋☎43-3751

美菜恋来屋出荷者の募集

　　　

シリ
ーズ

『淳仁天皇 丘の松』
　この名前は明治時代に付けら
れたもので、古文書では淡路公
または淡路廃帝と呼ばれていました。藤

ふじわらのなかまろ
原仲麻呂

の後押しにより、立太子、天皇になりますが、政権
争いに巻き込まれて廃位となり淡路島に流され、
765年に亡くなられました。
　丘の松は最初の埋
葬地と伝わり、市陵墓
参考地となって、宮内
庁に管理されていま
す。

問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

211 みんなで作る　
配慮が広がる街づくり

　施設の外観および集会室等の改修工事のため一
時休館していましたが、3月23日より通常営業を再
開しました。皆さまのご利用をお待ちしています。
　また、ゴールデンウィーク中の営業時間を次の
とおり一部延長します。
■５月１日(金)～５日(火)10:00～19:00
■５月６日(水)平常通り　
　10:00～16:00
問長寿・保険課☎43-5217

営業再開とゴールデンウィーク中の営業時間

老人福祉センター湯の川荘

赤ちゃん赤ちゃん 性別性別 保護者保護者 地区地区 出生日出生日

　　　 暁
あ き と

斗

土 居　 百
も も か

花

神 木　 悠
ゆうせい

惺

金 山　 莉
り あ

愛

露 原　 美
み ゆ う

結

榊 原　 沃
わ く と

杜

堀 部　 茉
ま ほ

保

西 野     藍
あおい

坂 本　 陽
ひ い ろ

彩

枡 田　 琉
る か

翔

福 元　 瑠
る り は

羽

吉 川     怜
れい

太 田　 琉
り と

翔

太 田　 琥
こ と

翔

橋 詰　 朔
さ く

空

早 嵜　 琉
る い

偉

男男

女女

男男

女女

女女

男男

女女

男男

女女

男男

女女

女女

男男

男男

男男

男男

史 登史 登

良 成良 成

毅毅

和 也和 也

健 太健 太

浩 介浩 介

泰 博泰 博

達 大達 大

佳 明佳 明

翔 太翔 太

勝 博勝 博

赳 央赳 央

美羽弥美羽弥

美羽弥美羽弥

京 平京 平

洋 平洋 平

阿 那 賀阿 那 賀

八 木八 木

市市

潮 美 台潮 美 台
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出生出生

～視覚障がいのある人への配慮～
視覚障がいのある人には、全く見えない人と見え
づらい人がいます。

主な特徴
・一人で移動することが難しい
・音声を中心に情報を得ている
・文字の読み書きが難しい

あなたのちょっとした配慮が
住みやすい街づくりにつながります

　配慮についての詳しい情報は、右の二次元コー
ドから、「障害者の差別解消に向けた理
解促進ポータルサイト」をご覧ください
問福祉課☎ 43-5216

第1回
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全国大会出場おめでとう

　水野さんは、第 33回 JOCジュニア・オ
リンピック・カップフェンシング選手権大会
（1月8日～10日東京都）のカデット男子サー
ベル（個人）、第50回全国高等学校選抜フェ
ンシング記念大会（3月 24日～ 26日・長
崎県）の男子サーベル（団体）に出場しました。

水野瑛
え い し

士 さん（星陵高校 1 年）

◆フェンシング

ヤング淡路
◆中学硬式野球

　ヤング淡路の皆さんは、第34回ヤングリーグ春季大会
（３月28日～ 30日・岡山県）に出場しました。

　（左から）日々野銀
ぎん
さん、原口釉

ゆ う は
羽さん、黒田一

い ち か
親さん、

江本吏
り き

煕さん、和田泰
たいせい

誠さん、赤穂爽
そ う た

天さん、長尾輝
て っ た

大さん、
伊山陽

ひ ま る
丸さん
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淡路島の春の風物詩

淡路島サクラマスグルメ

市ホームページ市ホームページ

　3 月 2 日、吉備国際大学南あわじ市志知キャンパス
で、「淡路島サクラマスグルメ」のお披露目会が開催
されました。今年で 10 年目を迎えるこのグルメ企画
には、島内 34 店舗が参加し、54 種類のオリジナル
メニューが 5 月末までの期間限定で販売されていま
す。淡路島サクラマスの養殖は、県外産の稚魚（ヤマ
メ）を仕入れて育てていますが、前年度から兵庫県神
河町の長谷漁協からも一部稚魚を仕入れています。そ
の結果、「オール兵庫県産サクラマス」も誕生しました。 
　サクラマスはサケ科サケ属の魚で、サーモンの
一種です。輸入サーモンやご当地サーモンの魚種
の中では珍しく、特に天然物は幻と称されるほど
希少です。繊細で養殖が難しいと言われています
が、その味はサーモン類では最も美味で、雑味の
ない、上品な甘みと旨味が特徴です。また、3 ～ 5
月と成長に伴い、脂ののりや味わいが変化します。 
　参加店舗では和食から洋食、創作まで多彩なオリジ
ナルメニューを提供し、春の季節にふさわしい地元産
の新鮮な食材を生かした料理が揃っています。

　淡路島サクラマスグル

メ提供店舗など、詳しく

は市ホームページをご覧

ください。

福良漁協前田組合長（左）と福良漁協前田組合長（左）と
長谷漁協大和組合長（右）長谷漁協大和組合長（右）
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